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今年もこの日がやってきた。

Challengeday 2012
5月30日㈬ 午前0時～午後9時

　今年の対戦相手となる名寄市は北北海道の中央に位置し、豊かな自然に
あふれた農業を基幹産業とするまちです。「星・雪・きらめき、緑の里なよろ」
をキャッチフレーズにしたまちづくり・人づくりを進めており、主な特産品は、
じゃがいもやかぼちゃ、アスパラ、和太鼓など。
　夏は30度、冬はマイナス30度という寒暖差が大きいことでも有名で、雪
質日本一をうたうピヤシリスキー
場など、寒さを生かした魅力を発
信しています。
　名寄市は、日本のチャレンジ
デーの歴史の先駆けでもあり、参
加は国内最多の19回目です。チャ
レンジデーに合わせて行われる綱
引き大会は、市民2千人を集める
など強敵のようです。

参加者には抽選で100人に名寄市のお土産が当たるチャンスも！

対戦相手は強敵・北海道名
な よ ろ

寄市

●
初
勝
利
を
目
指
し
て

　

赤
磐
市
で
は
今
年
３
年
目
の
挑
戦

と
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
。
今
年
こ

そ
初
勝
利
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
30
日
㈬
に
実
施
。
午

前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
間

に
、
市
内
で
15
分
以
上
の
運
動
を
し

た
住
民
の
割
合
を
、
同
じ
く
ら
い
の

人
口
規
模
の
自
治
体
と
競
い
合
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
へ
の
参
加
を
意
識
し
て
体
を

動
か
せ
ば
、
す
べ
て
「
運
動
」
と
み

な
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
散
歩
も
家
事

も
農
作
業
も
、
み
ん
な
参
加
者
と
し

て
名
乗
り
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
が
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
。
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に

運
動
を
習
慣
づ
け
て
、
健
康
な
体
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。
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　昨年、東日本大震災の発生を受けて、チャレンジデーを主催する笹川ス
ポーツ財団は、「スポーツの力で日本を元気に！」をスローガンとして、震災
で被災した多くの人々に、スポーツでエールを贈ることを目的にチャレンジ
デーを開催しました。
　赤磐市チャレンジデー実行委員会でも、みんなのエールフォトプロジェク
トに参加して、チャレンジデー当日の笑顔を全国に発信しました。これからも
「日本を元気にする力」を赤磐市から発信していきましょう！

スポーツの力で 日本を元気に ！

昨 年 の 様 子

●
参
加
方
法
は
？

　

今
年
は
、
事
前
に
実
施
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、実
施
宣
言
カ
ー
ド（
今

号
に
折
り
込
み
）を
使
い
ま
す
。カ
ー

ド
に
運
動
を
す
る
人
の
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
市
内
各
所
に
設
置
さ

れ
た
回
収
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ

い
。
宣
言
し
た
人
は
基
本
的
に
運
動

し
た
と
み
な
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
一
人
物
が
重
複
し
て
登

録
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の

み
、
集
計
本
部
専
用
の
電
話
を
設
置

し
ま
す
。
次
に
挙
げ
た
人
の
み
、
こ

の
番
号
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
運
動
を
し
た
が
、
事
前
に
宣

言
を
し
て
い
な
か
っ
た
人

▼
前
日
ま
で
に
宣
言
を
し
た
が
、
当

日
運
動
を
し
な
か
っ
た
人

◇
連
絡
先（
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
当
日
の
み
）

　

☎
０
８
０
０
（
２
０
０
）
１
０
９
０

　

当
日
午
前
６
時
～
午
後
９
時
30
分

※
番
号
は
、
お
か
け
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
回
収
箱
の
設
置
場
所
は
？

　

回
収
箱
は
４
月
24
日
㈫
か
ら
市
内

各
所
の
公
共
施
設
に
設
置
し
ま
す
。

詳
し
く
は
今
号
に
折
り
込
み
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

⃝
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２
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5月21日㈪は金環日食

日食を観察して
みよう！
　5月21日㈪は国内では25年ぶりに金環
日食を観察することができる日です。
　金環日食とは、月に隠された太陽の縁が
はみ出し、細長い金色のリングのように見え
る現象です。

　岡山県内は残念ながら、金環日食が観察
できる地帯からわずかに外れているため、
観察することはできません。
　それでも、金環日食に限りなく近い部分
日食を観察することができます。
　そのため当日は天文ファンのみならず、
多くの人が観察すると思います。

　しかし日食は、観察の方法を間違えると
失明する恐れもあります。
　正しい観察方法を知り、安全に日食を観
察しましょう。

金環食帯…金環日食が見える地域
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▲バスカードなどの小さな穴の開いたカードでも観察できま
　すが、絶対に穴から太陽を見ないようにしましょう。

部
分
日
食

― 
準
備
の
ポ
イ
ン
ト 

―

中央図書館付近での日食予報【東の空】

8:52 終わり

8:05 食分50㌫

7:29 食分93㌫【最大】

6:51 食分50㌫

6:17 開始

食分とは
見かけの太陽直径にく
らべて、どこまで月が重
なっているかを割合であ
らわしたものです。

※太陽の大きさの正確な値に議論があることや計算誤差、観察場
　所の違いなどにより市内でも１～数分程度の違いがあります。

　

金
環
日
食
は
、
日
食
グ
ラ
ス
な

ど
の
観
察
グ
ッ
ズ
が
な
い
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
購
入

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
日
食
は
、
午
前
６
時
ご

ろ
か
ら
８
時
ご
ろ
に
起
こ
る
た

め
、「
太
陽
が
低
い
位
置
に
あ
る

か
ら
、
山
な
ど
に
登
ら
な
い
と
観

察
で
き
な
い
の
で
は
」
と
思
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
最
大
食
と
な
る
午
前
７
時
30

分
ご
ろ
の
太
陽
の
高
度
は
お
よ
そ

30
度
と
、
比
較
的
高
い
位
置
に
あ

る
の
で
、
学
校
の
運
動
場
な
ど
か

ら
で
も
観
察
が
で
き
ま
す
（
た
だ

し
場
所
に
よ
っ
て
は
観
察
で
き
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
）。

　

確
実
に
観
察
す
る
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
観
察
時
間
帯
に
太
陽

が
見
え
る
場
所
を
探
し
て
お
け
ば

よ
い
で
し
ょ
う
。

要チェック！ 手軽で安全なピンホール観察

■ピンホール観察とは
　手軽に部分日食を観察する方法として、ピン
ホールの観察方法をご紹介します。
　画用紙など光を通さないものに小さな穴を開
け、日食中の太陽の光を観察します。穴を通って影
の中に映った太陽の光は、欠けた太陽の形になり
ます。
　ピンホールは太陽を投影するための穴です。ピ
ンホールを通して直接太陽を見ると失明する恐れ
があるので、絶対にしないでください。

■ピンホール紙で観察しよう
　白い紙の上でピンホール紙をかざし、影を観察
しましょう。通常の太陽の光だと、影には丸い穴が
見えますが、日食時には影が欠けて見えるはずで
す。距離を変えたり、穴の大きさを変えたりして、太
陽がどのように映るか探ってみましょう。

■回数券カードを使って
　使用中、あるいは使用済みの回数券などのカー
ドもピンホール観察に利用できます。カードにあい
た小さな穴を通して、太陽の光を観察しましょう。

■木もれ日を観察して
　そのほかに木もれ日でも、ピンホールと同じ原
理で日食を観察することができます。葉の間を通っ
た光が太陽の形になります。これなら、何の準備も
必要ないので簡単に観察できます。

日食を観察してみよう！
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観
察
時
の
注
意 

～
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

①
正
し
い
方
法
で
日
食
の
観
察
を

　

フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
を
介
さ
ず
に
太

陽
の
光
を
直
接
見
る
こ
と
は
絶
対
に

や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
黒

い
下
敷
き
で
観
察
す
る
な
ど
、
間

違
っ
た
方
法
で
太
陽
を
観
察
す
る

と
、
熱
線
や
紫
外
線
な
ど
有
害
な
光

が
目
を
傷
め
、
最
悪
の
場
合
は
失
明

し
た
り
後
遺
症
が
残
っ
た
り
し
ま

す
。
日
食
に
よ
っ
て
生
じ
る
網
膜
障

害
は｢

日
食
網
膜
症｣

と
呼
ば
れ
、

昔
か
ら
世
界
中
で
日
食
の
と
き
に
発

生
し
て
い
ま
す
。 

　

太
陽
を
観
察
す
る
と
き
は
、
目
に

有
害
な
光
線
が
き
ち
ん
と
遮
光
さ
れ

た
日
食
グ
ラ
ス
な
ど
の
専
用
の
製
品

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲間違った観察方法は失明の危険もあります

②
長
時
間
連
続
し
て
太
陽
を
見
な
い

　

安
全
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
し
て

も
有
害
な
光
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
日
食
グ
ラ
ス
で
十
分

に
減
光
さ
れ
た
太
陽
で
あ
っ
て
も
、

長
時
間
連
続
し
て
見
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ず
、
適
度
に
目
を
休
ま
せ
な
が

ら
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
日

食
グ
ラ
ス
は
、
１
分
以
上
連
続
し
て

観
察
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。

　

長
時
間
の
観
察
に
よ
り
、
目
に
少

し
で
も
違
和
感
を
覚
え
た
ら
、
す
ぐ

に
医
師
の
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
長
時
間
の
屋
外
で
の
観
察
で

は
、
熱
中
症
な
ど
に
な
る
恐
れ
も
あ

る
の
で
、
そ
ち
ら
も
十
分
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▲長時間見続けず、こまめに休憩をとりましょう

③
日
食
グ
ラ
ス
の
ま
ま
歩
か
な
い

　

日
食
グ
ラ
ス
を
か
け
る
と
周
り
の

景
色
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
で
、

か
け
た
ま
ま
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
思
っ
た
以
上
に
太

陽
が
暗
く
見
え
ま
す
。
し
か
し
決
し

て
、
日
食
グ
ラ
ス
を
は
ず
し
て
太
陽

の
位
置
を
探
し
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
日
食
は
平
日
の
朝

６
時
か
ら
８
時
ご
ろ
と
、
ち
ょ
う
ど

通
勤
、
通
学
の
時
間
帯
と
重
な
り
ま

す
。
日
食
に
見
と
れ
て
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

▲日食グラスをかけたまま歩くのは危険です

日食を観察してみよう！

［
問
い
合
わ
せ
先
］

　
竜
天
天
文
台

　
☎
（
９
５
８
）
２
３
２
１

※
金
曜
日
午
後
１
時
～
６
時

　

土
日
曜
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

お
よ
び
開
館
時
間
中
の
み
対
応
可

※
平
日
（
金
曜
日
午
後
以
外
）
は
吉
井

公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
９

︿
注
意
﹀

　
５
月
21
日
は
︑
竜
天
天

文
台
が
休
館
日
の
た
め

観
察
会
は
行
い
ま
せ
ん
︒

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
︒
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■投票区・投票所の変更後の一覧
新投票区 地　　区 投票施設の名称（予定）

第1投票区 馬屋、和田、岩田、穂崎 高月公民館

第2投票区 長尾、立川、河本、下市、熊崎 河本コミュニティハウス

第3投票区 南方、斎富、沼田、中島、日古木、二井、高屋、上市、正崎 山陽小学校体育館

第4投票区 五日市、尾谷、津崎、神田、鴨前、西中、下仁保、西山団地、上仁保、
斗有 西山公民館

第5投票区 山陽1・3・5丁目 山陽公民館

第6投票区 山陽2・4・6・7丁目 旧若草幼稚園

第7投票区 桜が丘西1・2・3・4・5丁目 山陽東小学校体育館

第8投票区 桜が丘西6・7・8・9・10丁目 山陽北小学校体育館

第9投票区 町苅田、大苅田、東窪田、西窪田、由津里、山口 赤坂健康管理センター

第10投票区 西軽部、東軽部、南佐古田、北佐古田、今井、多賀、出屋 軽部小学校体育館

第11投票区 小原、奥小原、小原上、坂辺、下分、惣分、大屋、大屋下、山手 笹岡公民館

第12投票区 可真下、可真上、弥上、野間、稗田、石蓮寺、沢原、殿谷、
グリーンタウン殿谷、佐古、岡、酌田 磐梨小学校体育館

第13投票区 円光寺、東円光寺、畑、吉原、河田原、釣井、徳富、小瀬木、松木、
栄町、勢力、千躰、奥吉原 豊田小学校体育館

第14投票区 桜が丘東1・2・3・4・5・6丁目 桜が丘いきいき交流センター

第15投票区 河原屋、草生、周匝、中村、福田、是里東、是里中、是里西 吉井中学校体育館

第16投票区 滝山、黒本、黒沢、中山（松ヶ峯を除く） 山方研修センター

第17投票区 中山（松ヶ峯のみ）、稲蒔、高田、光木、仁軒屋、石、八島田、暮田、
塩木（1番地～400番地） 佐伯北研修センター

第18投票区 戸津野、中勢実、塩木（1番地～400番地を除く）、平山、仁堀東、
仁堀中、仁堀西 仁美農村振興センター

第19投票区 合田、中畑、石上、小鎌下、小鎌中、小鎌上、西勢実、広戸 交流促進センター

投票区などが変更
選挙体制の見直し
3月2日開催の選挙管理委員会で、「選挙体制の見直しについて」を決定しました。
主に次の2点が変更となります。

　　①投票区及び投票所の見直し　②ポスター掲示場の見直し
選挙の際は、「投票所入場券」に記載の投票所名を十分ご確認のうえ、お間違えのないよう投票所に
お越しください。

▶問い合わせ先／赤磐市選挙管理委員会事務局（本庁総務課内） ☎955-4782
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［ 

歳　
入 

］

▼
市
税
／
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
税
金

▼
地
方
譲
与
税
等
／
国
税
、
県
税
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
地
方
譲
与

税
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
な
ど

▼
地
方
交
付
税
／
一
定
の
行
政
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
税
の

一
部
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
分
担
金
・
負
担
金
／
市
が
実
施
す

る
特
定
の
事
業
の
受
益
者
な
ど
か

ら
の
お
金

▼
使
用
料
・
手
数
料
／
市
の
施
設
の

利
用
料
や
戸
籍
・
住
民
票
の
証
明

手
数
料
な
ど

▼
国
庫
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経

費
に
充
て
る
た
め
、
国
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金

▼
県
支
出
金
／
特
定
の
事
業
の
経
費

に
充
て
る
た
め
、
県
か
ら
支
出
さ

れ
る
お
金

▼
繰
入
金
／
基
金
（
市
の
貯
金
）
か

ら
繰
り
入
れ
る
お
金

▼
諸
収
入
／
貸
付
金
返
済
金
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
収
入

▼
市
債
／
財
務
省
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
な
ど
か
ら
の
資
金
調
達

の
た
め
の
借
入
金

一 般 会 計 歳 入

歳 入
201 億

1,415 万円

市税（21.9㌫）
44億823万円

地方交付税（35.4㌫）
71億2,000万円

国庫支出金
（8.5㌫）
17億936万円

市債（16.0㌫）
32億2,170万円

県支出金（6.4㌫）
12億9,310万円

分担金・負担金
（1.7㌫）
3億3,809万円

繰越金（1.5㌫）
3億円

使用料・手数料
（1.1㌫）
2億1,556万円

繰入金（2.7㌫）
5億3,474万円

その他（0.8㌫）
1億5,537万円

地方譲与税等（4.1㌫）
8億1,800万円

自主財源（29.6㌫）
依存財源（70.4㌫）

【議会費】 5,236円

【総務費】 5万3,659円

【民生費】 12万140円

【衛生費】 5万8,002円

【農林水産業費】 3万718円

【商工費】 3,183円

【土木費】 3万3,432円

【消防費】 4万5,101円

【教育費】 4万4,784円

【公債費】 5万2,141円

【その他】 1,113円

合計  　 44万7,509円

■市民1人当たり予算額
　※一般会計の歳出額を平成24年4月の

人口44,947人で割り戻した額

予
算

平
成
24
年
度

　
平
成
24
年
度
予
算
が
３
月
定

例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
合

わ
せ
て
３
３
４
億
５
９
０
６
万

4
０
０
０
円
で
、
対
前
年
度
比

８
・
０
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

●

　

一
般
会
計
で
は
、
懸
案
と
な
っ

て
い
た
ご
み
処
理
施
設
建
設
な

ど
の
大
規
模
事
業
の
実
施
に
よ

り
12
・
９
㌫
の
大
幅
な
増
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
市
債

を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、

財
源
不
足
を
補
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、「
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
新
消

防
庁
舎
の
建
設
、
熊
山
地
域
の

用 語 解 説

広報あかいわ（平成24年5月号） 8



［ 

目
的
別
歳
出 

］

▼
議
会
費
／
議
会
の
活
動
に
か
か
る

経
費

▼
総
務
費
／
全
般
的
な
事
務
や
総
合

計
画
策
定
、
財
産
管
理
、
統
計
、

税
の
課
税
や
徴
収
な
ど
の
事
務
に

か
か
る
経
費

▼
民
生
費
／
高
齢
者
、身
体
障
害
者
、

児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
福
祉
事

業
に
か
か
る
経
費

▼
衛
生
費
／
病
気
予
防
の
た
め
の
各

種
検
診
、
ご
み
処
理
や
環
境
対
策

な
ど
に
か
か
る
経
費

▼
農
林
水
産
業
費
／
農
林
水
産
業
の

振
興
や
農
・
林
道
の
整
備
な
ど
に

か
か
る
経
費

▼
商
工
費
／
商
工
業
の
振
興
、
観
光

事
業
に
か
か
る
経
費

▼
土
木
費
／
道
路
、
公
園
、
河
川
の

整
備
、
都
市
計
画
な
ど
に
か
か
る

経
費

▼
消
防
費
／
火
災
予
防
や
消
火
・
救

急
救
助
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費

▼
教
育
費
／
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

生
涯
学
習
活
動
、図
書
館
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費

▼
公
債
費
／
市
が
借
り
入
れ
た
市
債

の
元
金
・
利
子
と
一
時
借
入
金
利

子
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

一般会計歳出  【 性質別グラフ（円グラフ）・目的別グラフ（帯グラフ） 】

民生費53億9,992万円
（26.8㌫）

公債費23億4,357万円
（11.7㌫）

衛生費26億701万円
（13.0㌫）

総務費24億1,183万円
（12.0㌫）

教育費20億1,291万円
（10.0㌫）

土木費15億268万円（7.5㌫）

農林水産業費13億8,067万円
（6.9㌫）

消防費20億2,714万円
（10.1㌫）

その他5,001万円（0.2㌫）

商工費1億4,305万円（0.7㌫）

議会費2億3,536万円（1.2㌫）

投資的経費（19.1㌫）
その他（12.2㌫）

義務的経費（47.9㌫）
消費的経費（20.8㌫）

人件費（20.5㌫）
41億2,661万円

公債費（11.7㌫）
23億4,357万円

扶助費（15.7㌫）
31億6,230万円

物件費（12.5㌫）
25億1,993万円

補助費等（7.6㌫）
15億2,698万円

普通建設事業費（19.1㌫）
38億4,740万円

繰出金（11.8㌫）
23億7,984万円

維持補修費（0.7㌫）
1億3,818万円

その他（0.3㌫）
6,934万円

歳 出
201 億

1,415 万円

※構成比は区分ごとに四捨五入しているため、合計が必ずしも 100㌫になっていません。

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
な
ど
に
よ
り
消
防
防
災
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
」
と
し
て
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
事
業
の
継
続
、「
高
齢
者
・

障
害
者
支
援
」
と
し
て
、
介
護

予
防
や
生
活
支
援
、
自
立
支
援

給
付
事
業
な
ど
総
合
的
な
福
祉

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
産
業
振
興
」
と
し
て
、

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
、

商
工
会
補
助
な
ど
地
域
産
業
の

振
興
を
図
り
、「
教
育
の
充
実
」

と
し
て
、
各
小
中
学
校
へ
学
校

司
書
を
配
置
す
る
な
ど
学
校
教

育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
配
慮
し
つ
つ
、
赤
磐

市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
と

市
民
生
活
の
安
全
安
心
へ
の
仕

組
み
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て

予
算
編
成
し
て
い
ま
す
。

●平成24年度予算

広報あかいわ（平成24年5月号）9



■会計別予算規模
会 計 名 予算規模

一 般 会 計 201億1,415万円

特 別 会 計 115億6,885万円

国民健康保険特別会計 50億7,093万円

後期高齢者医療特別会計 4億7,911万円

介護保険特別会計 36億3,022万円

簡易水道特別会計 2億6,537万円

下水道事業特別会計 20億5,769万円

宅地等開発事業特別会計 1,945万円

竜天オートキャンプ場特別会計 1,400万円

土地取得特別会計 2,034万円

財産区特別会計 1,174万円

公 営 企 業 会 計 17億7,607万円

水道事業会計 10億2,280万円

赤磐市民病院事業会計 7億5,327万円

合 計 334億5,906万円

［ 
主
な
事
業 

］

■
総
務
費

◦
公
聴
広
報
事
業
…
…
…
…
２
２
９
１
万
円

◦
防
災
行
政
無
線
管
理
事
業

　
（
熊
山
地
域
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
ほ
か
）

…
…
…
２
億
３
４
０
２
万
円

◦
国
際
交
流
事
業（
海
外
訪
問
団
派
遣
ほ
か
）

…
…
…
…
…
…
５
８
０
万
円

◦
市
民
バ
ス
運
行
事
業
…
…
３
３
７
３
万
円

◦
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

…
…
…
…
…
５
４
４
６
万
円

■
民
生
費

◦
老
人
保
護
措
置
事
業
…
…
１
４
３
１
万
円

◦
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業

　
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
ほ
か
）

…
…
…
…
…
…
７
３
５
万
円

◦
障
害
者
支
援
事
業
…
…
…
７
１
７
１
万
円

◦
自
立
支
援
給
付
費
事
業

…
…
…
５
億
２
３
７
６
万
円

◦
心
身
障
害
者
医
療
費
…
…
７
２
３
４
万
円

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

…
…
…
…
…
１
０
７
８
万
円

◦
行
政
推
進
事
業
…
…
…
…
４
５
９
０
万
円

◦
防
犯
対
策
事
業
…
…
…
…
２
５
１
８
万
円

◦
交
通
安
全
対
策
事
業
…
…
…
５
３
３
万
円

◦
子
ど
も
手
当
…
…
…
７
億
４
２
２
２
万
円

◦
児
童
福
祉
施
設
運
営
等

　
（
保
育
園
運
営
な
ど
）

…
…
…
10
億
９
２
２
７
万
円

◦
生
活
保
護
費
…
…
…
２
億
８
６
４
５
万
円

■
衛
生
費

◦
母
子
保
健
事
業
（
妊
婦
・
乳
児
健
診
な
ど
）

…
…
…
…
…
３
９
３
５
万
円

◦
健
康
増
進
事
業

　
（
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
な
ど
）

…
…
…
…
…
５
５
５
６
万
円

◦
感
染
症
予
防
事
業
（
予
防
接
種
な
ど
）

…
…
…
１
億
１
５
３
４
万
円

◦
乳
幼
児
医
療
費
事
業

…
…
…
２
億
２
３
２
８
万
円

◦
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業

…
…
…
８
億
２
１
５
１
万
円

■
農
林
水
産
業
費

◦
農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

…
…
…
…
…
１
０
７
１
万
円

◦
中
山
間
地
域
対
策
事
業
…
８
８
０
５
万
円

◦
小
規
模
土
地
改
良
事
業

　
（
水
路
・
農
道
改
良
な
ど
）

…
…
…
１
億
４
５
０
９
万
円

◦
小
規
模
た
め
池
補
強
事
業

…
…
…
…
１
億
５
０
０
万
円

◦
ほ
場
整
備
事
業
…
…
２
億
３
０
７
２
万
円

◦
治
山
林
道
整
備
事
業
…
…
４
３
６
４
万
円

◦
松
く
い
虫
等
防
除
事
業
…
３
４
０
５
万
円

■
商
工
費

◦
商
工
振
興
対
策
事
業（
商
工
会
補
助
な
ど
）

…
…
…
…
…
２
４
３
６
万
円

◦
観
光
事
業
（
観
光
振
興
事
業
補
助
、
観
光

施
設
管
理
な
ど
）

…
…
…
…
…
７
３
８
６
万
円

■
土
木
費

◦
道
路
維
持
管
理
事
業

　
（
市
道
維
持
補
修
な
ど
） 

…
…
…
１
億
３
６
１
８
万
円

◦
道
路
新
設
改
良
事
業

…
…
…
２
億
４
９
４
２
万
円

■
消
防
費

◦
常
備
消
防
（
人
件
費
除
く
）

…
…
…
…
…
５
６
１
９
万
円

◦
消
防
団
…
…
…
…
…
…
…
７
３
７
３
万
円

◦
各
地
区
消
防
施
設
整
備
…
４
３
７
７
万
円

◦
消
防
庁
舎
整
備
事
業

…
…
…
12
億
９
３
４
２
万
円

■
教
育
費

◦
適
応
指
導
教
室
運
営
事
業

…
…
…
…
…
１
１
０
５
万
円

◦
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置

…
…
…
…
…
２
８
６
４
万
円

◦
外
国
青
年
招
致
事
業（
外
国
語
指
導
助
手
）

…
…
…
…
…
２
３
７
５
万
円

◦
学
校
情
報
機
器
管
理
事
業

…
…
…
…
…
４
５
７
３
万
円

◦
幼
稚
園
建
設
事
業
（
ひ
か
り
幼
稚
園
）

…
…
…
…
…
１
０
９
４
万
円

◦
文
化
財
保
護
事
業　
（
備
前
国
分
寺
跡
保

存
整
備
事
業
な
ど
） 

…
…
…
…
…
２
０
９
８
万
円

◦
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
事
業

…
…
…
…
１
億
２
８
０
万
円

■
公
債
費

◦
元
利
償
還
金
…
…
…
23
億
４
３
５
６
万
円

※会計ごとに四捨五入しているため、合計金額と相違しています。

●平成24年度予算
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■平成24年度の収入（歳入）
給料（市税、地方交付税など） 500万円

パート収入など（手数料、分担金など） 29万円

前年の残金（繰越金） 12万円

貯金引出し（繰入金） 22万円

親からの援助（国・県の補助金など） 122万円

借入金（市債） 130万円

合　計 815万円

■平成24年度の支出（歳出）
食費（人件費） 167万円

借入金の返済（公債費） 95万円

医療費（扶助費） 128万円

生活費（物件費、補助費など） 167万円

家や車の修理代（維持補修費） 6万円

家の増改築、家電製品の購入
（普通建設事業費） 156万円

子どもへの仕送り（他会計への繰出金） 96万円

合　計 815万円

※貯金がなくなり、さらに46万円の借入れが必要

平成23年度末
830万円

平成33年度
631万円

平成23年度末
179万円

平成33年度
0万円※

◆借入金残高（市債等）

◆貯金残高（財政調整基金）

借入金と貯金（市債等、財政
調整基金）の状況、見込み

●赤磐市の家計簿

赤
磐
市
の
厳
し
い
財
政
事
情

　

左
の
表
は
、
赤
磐
市
の
平
成
24
年
度
一
般

会
計
予
算
を
給
料
収
入
５
０
０
万
円
の
家
庭

に
例
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
み
る
と
、
今

の
と
こ
ろ
は
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

な
が
ら
何
と
か
や
り
く
り
し
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。

　

し
か
し
こ
れ
か
ら
先
、
赤
磐
市
で
は
平
成

27
年
度
か
ら
主
な
歳
入
の
一
つ
で
あ
る
地
方

交
付
税
が
減
り
始
め
、
平
成
32
年
度
に
は
約

20
億
円
の
減
額
（
左
の
家
計
簿
で
換
算
す
る

今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

　

経
費
の
削
減
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
直

接
関
わ
っ
て
く
る
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
や
赤

磐
市
の
た
め
に
は
、
市
の
財
政
状
況
を
理
解

し
、
歳
出
削
減
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
買
い
物
は
市
内
の
お
店
を
利

用
す
る
よ
う
心
が
け
た
り
、
ご
み
の
分
別
や

減
量
化
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
、
市

の
歳
入
を
増
や
し
歳
出
を
減
ら
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
給
料
が
81
万
円
の
減
額
）
に
な
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「（
財
政
見
通
し
の
公
表
）
平
成
23
～
33
年
度

は
こ
ち
ら
か
ら
」
に
掲
載
）。
今
後
も
今
ま

で
ど
お
り
の
歳
出
を
し
て
い
る
と
、
や
が
て

財
政
調
整
基
金
が
底
を
つ
き
、
財
政
破
綻
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
今
以
上
に
歳
入
を
増
や
し
、
歳
出

を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
人
件
費
、
公
共
工
事
、
産
業
振
興
、

保
健
福
祉
、
教
育
な
ど
全
て
の
面
で
経
費
を

削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

赤
磐
市
の
家
計
簿

財
政
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
５
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
申
込
期
限
／
５
月
18
日
㈮

■
参
加
費
用
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先
／
赤
磐
市
消

防
本
部
警
防
課
救
急
係

■
資
格
／
司
書
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

■
勤
務
内
容
／
図
書
の
貸
し
出

し
・
返
却
ほ
か

■
勤
務
時
間
／
原
則
と
し
て
７

時
間
15
分
（
夜
間
の
勤
務
あ

り
）

※
土
、
日
、
祝
日
の
出
勤
あ
り

■
雇
用
開
始
時
期
／
今
年
７
月

か
ら
（
予
定
）

■
募
集
人
員
／
１
人

■
選
考
方
法
／
課
題
式
小
論
文
、

口
述
試
験

■
選
考
試
験
日
／
６
月
10
日
㈰

■
受
付
期
間
／
５
月
９
日
㈬
～

23
日
㈬

■
応
募
方
法
／
市
内
各
図
書
館

に
備
え
付
け
の
受
験
申
込
書

を
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
立
中
央
図
書
館

　

〒
７
０
９
︲
０
８
１
６

　

赤
磐
市
下
市
３
２
５
︲
１

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
木
曜
は
午
後
８
時
ま
で
）

　

※
月
曜
日
は
休
館

■
勤
務
場
所
／
本
庁
建
設
事
業

部
上
下
水
道
課

■
募
集
人
員
／
１
人

■
勤
務
内
容
／
訪
問
や
電
話
に

よ
る
下
水
道
事
業
分
担
金
な

ど
の
徴
収
や
納
付
勧
奨

■
応
募
資
格

　

徴
収
業
務
経
験
が
あ
る
か
熱

意
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
て
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
持
つ
健
康
な
人

①
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

（
後
日
納
税
証
明
書
を
提
出
）

②
身
元
保
証
人
が
２
人
確
保
で

き
る
人

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規

定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し

な
い
人

■
勤
務
／
週
５
日
、
１
日
５
時

間
45
分
（
夜
間
、
休
日
の
勤

務
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）

■
報
酬
／
月
額
13
万
円
（
社
会

保
険
・
雇
用
保
険
制
度
あ
り
）

■
任
用
期
間
／
今
年
６
月
１
日

～
平
成
25
年
３
月
31
日
（
た

だ
し
再
任
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

■
応
募

◦
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

◦
運
転
免
許
証
の
両
面
の
写
し

◦
レ
ポ
ー
ト
（「
下
水
道
に
関
す

る
」
テ
ー
マ
で
、
４
０
０
字

程
度
。
様
式
は
任
意
）
を
担

当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
な
ど
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

■
応
募
締
め
切
り
／
５
月
11
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
〔
必
着
〕

■
選
考
方
法
／
書
類
選
考
と
面

接
（
面
接
は
５
月
中
旬
ご
ろ

予
定
）

※
面
接
場
所
、
時
間
は
応
募
し

た
人
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

◦
赤
磐
市
役
所
建
設
事
業
部
上
下
水
道
課

　

〒
７
０
９
︲
０
８
９
８

　

赤
磐
市
下
市
３
４
４

　

４
月
30
日
に
金
星
が
「
最
大

光
度
」
を
迎
え
、
前
後
数
日
は

青
空
で
目
を
凝
ら
せ
ば
肉
眼
で

見
え
る
明
る
さ
に
な
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
が
天
文
台
の
望
遠
鏡

を
用
い
て
案
内
し
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
３
日
㈭
～
５
日
㈯

　

午
後
２
時
～
４
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

■
場
所
／
竜
天
天
文
台

■
参
加
費
／
無
料

■
そ
の
他
／
予
約
不
要

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

／
竜
天
天
文
台

●
募
集

昼
空
の
金
星
を
さ
が
そ
う

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷秘書企画課企画班……☎ 955-2692

　▷総務課…………………☎ 955-4782

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷市民課国保年金班……☎ 955-1113

　▷協働推進課人権・男女共同参画班…☎ 955-1114

　▷社会福祉課……………☎ 955-1115

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷上下水道課管理班……☎ 955-2743

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

　▷吉井公民館……………☎ 954-1379

　▷竜天天文台……………☎ 958-2321

●教育委員会
　▷中央図書館……………☎ 955-0076

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

赤
磐
市
立
図
書
館
職
員

（
非
常
勤
嘱
託
司
書
）募
集

●
募
集

赤
磐
市
下
水
道
事
業
分
担
金

徴
収
嘱
託
員
募
集

広報あかいわ（平成24年5月号）12



情
報
ボ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム

図
書
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

公
民
館

■総合計画の基本目標ごとの事業費（平成24年度～26年度の3年間）
①一体感と和のある市民参画のまちづくり（市民活動） 3億44万6千円
②自然と共生した快適で安全なまちづくり（生活環境） 103億677万8千円
③健康で安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉） 138億8,012万7千円
④産業振興による魅力と活力のあるまちづくり（産業振興） 14億2,913万9千円
⑤心豊かで生きがいのもてるまちづくり（教育・文化） 16億3,327万6千円
⑥財政基盤の安定したまちづくり（行財政） 3,580万6千円

合　　　計 275億8,557万2千円

　

親
子
で
星
や
天
文
宇
宙
の
こ

と
を
勉
強
し
た
り
、
大
き
い
望

遠
鏡
で
天
体
観
測
し
た
り
し
ま

し
ょ
う
。
悪
天
候
の
場
合
は
、

お
話
や
工
作
な
ど
を
し
ま
す
。

■
対
象
／
小
学
３
年
生
～
６
年

生
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
各
回
１
０
０
円
（
保

護
者
無
料
）

■
日
程
・
内
容
／
①
５
月
25
日

㈮
「
今
年
の
星
空
」 

②
７
月

20
日
㈮
「
夏
休
み
は
流
れ

星
！
」 

③
10
月
19
日
㈮
「
天

体
写
真
を
撮
ろ
う
！
」 

④
12

月
21
日
㈮
「
月
の
ク
レ
ー
タ
ー

を
見
よ
う
！
」 

⑤
３
月
24
日

㈰
「
望
遠
鏡
で
昼
間
の
星
を

見
よ
う
！
」

※
①
～
④
は
午
後
７
時
～
８
時

30
分
、
⑤
は
午
後
２
時
～
３

時
30
分

■
申
込
開
始
日
／
５
月
１
日
㈫

■
申
し
込
み
先
／
吉
井
公
民
館

■
日
時
／
５
月
10
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所
／
産
業
会
館
２
階
ふ
る

さ
と
交
流
室

■
相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所
年
金
専
門
官

※
相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相

談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

■
予
約
受
付
窓
口
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
車
検
時
納

付
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

領
収
書
に
つ
い
て
い
る
納
税
証

明
書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
に

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
名
義
人
に
１
年
分
課
税
さ
れ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

岡
山
運
輸
支
局
で
車
検
証
の
変

更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
（
手

続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま
で
も

課
税
さ
れ
ま
す
）。

◦
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

◦
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し

て
出
し
た
場
合

◦
住
所
を
変
更
し
た
場
合

◦
廃
車
し
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
自
動
車
税
〉

◦
岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
８
６
（
２
７
３
）
９
２
９
５

◦
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　

☎
０
８
６
（
２
３
３
）
９
８
１
１

～
９
８
１
４
・
９
８
０
８

〈
車
検
証
の
変
更
〉

◦
岡
山
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
７
２

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
で
第

一
次
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
第
二
次
赤

磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
基
本

計
画
を
策
定
し
、
今
月
号
に
概

要
版
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
市
・
市
民
・

事
業
者
・
地
域
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
協
働
推

進
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
班

　

市
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
実
施
予
定
の

施
策
・
事
業
を
計
画
的
に
推
進

し
、
健
全
な
行
財
政
運
営
を
図

る
た
め
の
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

市
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
歳
出

削
減
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
事
務

事
業
の
見
直
し
や
効
率
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
上

の
事
業
や
そ
の
事
業
費
な
ど
は

確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
今

後
の
財
政
状
況
で
見
直
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
（
実
施
計
画
を
含

む
）
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
本

庁
秘
書
企
画
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課
企
画
班

●
国
保
・
年
金

年
金
相
談（
要
予
約
）

●
お
知
ら
せ

実
施
計
画
を
策
定

～
赤
磐
市
総
合
計
画
～

●
税

自
動
車
税
は
５
月
31
日
ま
で

●
お
知
ら
せ

第
二
次
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画

推
進
基
本
計
画
策
定

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

●
募
集

少
年
少
女
天
文
教
室

参
加
者
募
集

広報あかいわ（平成24年5月号）13
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給
水
装
置
工
事
や
排
水
設
備

工
事
を
行
う
業
者
と
し
て
、
市

の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
事

業
者
の
指
定
申
請
（
水
道
は
新

規
、
下
水
道
は
新
規
・
更
新
）

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
期
間
／
６
月
１
日
㈮
～

29
日
㈮　

平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

■
申
請
受
付
場
所
／
本
庁
上
下

水
道
課
管
理
班

　

東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
年
に
１
度
全
体
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
東
備
地
域
自

立
支
援
協
議
会
は
、
赤
磐
市
・

備
前
市
・
和
気
町
の
合
同
設
置

に
よ
る
、
地
域
の
障
が
い
の
あ

る
人
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
す

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
５
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所
／
和
気
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
教
養
室

■
内
容

◦
東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

活
動
報
告
（
平
成
23
年
度
に

行
っ
た
部
会
活
動
や
会
議
に

つ
い
て
の
報
告
）

◦
相
談
支
援
報
告
（
２
市
１
町

の
相
談
支
援
事
業
所
の
活
動

報
告
）

◦
研
修　

午
後
２
時
30
分
～

　
「
地
域
精
神
保
健
福
祉
に
つ
い

て
」（
地
域
で
の
精
神
保
健
福

祉
活
動
に
つ
い
て
の
講
義
／

参
加
自
由
）

　

講
師
／
奥
総
括
副
参
事
（
備

前
保
健
所
東
備
支
所
）

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局
（
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
内
）

　

☎
０
８
６
９
（
６
３
）
７
２
０
０

　

FAX
０
８
６
９
（
６
３
）
７
５
０
０

　

E-m
ail tobi-j@

m
x52.tiki.ne.jp

　

熊
山
老
人
憩
の
家
で
は
、
老

人
の
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図

る
た
め
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
カ
ラ
オ
ケ
、

囲
碁
な
ど
）
の
た
め
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る

の
は
60
歳
以
上
の
人
で
す
。

　

な
お
、
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時

■
休
館
日
／
毎
週
水
曜
日
、
祝

祭
日
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
山
支
所

健
康
福
祉
課

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」
が
今
年
も
５
月
を
中
心
に

全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
日
本

赤
十
字
社
は
、
災
害
発
生
時
だ

け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、「
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
力
」
と
「
地
域
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
社
費
（
会
費
）」
と
い
う
２

本
の
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
町
内
会

の
役
員
の
人
が
訪
問
し
ま
し
た

ら
、
社
員
加
入
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会
福

祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

◆
児
童
扶
養
手
当

◦
児
童
１
人
の
場
合
…
全
部
支

給
４
万
１
４
３
０
円
／
一
部

支
給
４
万
１
４
２
０
円
～
９

７
８
０
円

◦
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額
…

２
人
目
５
０
０
０
円
／
３
人

目
以
降
１
人
に
つ
き
３
０
０

０
円

※
現
在
、
受
給
者
で
証
書
を
お

持
ち
の
人
に
は
新
し
く
額
改

定
し
た
受
給
者
証
を
お
送
り

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
子
育
て

支
援
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

〈
対
象
児
１
人
に
つ
き
〉

◦
一
級
（
重
度
）
…
５
万
４
０

０
円
（
１
５
０
円
減
）

◦
二
級
（
中
度
）
…
３
万
３
５

７
０
円
（
１
０
０
円
減
）

◆
特
別
障
害
者
手
当
等

◦
特
別
障
害
者
手
当
…
２
万
６

２
６
０
円
（
80
円
減
）

◦
障
害
児
福
祉
手
当
…
１
万
４

２
８
０
円
（
50
円
減
）

◦
経
過
的
福
祉
手
当
…
１
万
４

２
８
０
円
（
50
円
減
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会
福

祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

赤
磐
市
で
は
、
５
月
１
日
か

ら
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
配
信
時
に
赤
磐
市

内
に
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の

携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
人

■
配
信
内
容
／
避
難
準
備
情
報
・

勧
告
、
避
難
勧
告
・
指
示
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど

■
注
意
事
項

◦
事
前
申
し
込
み
は
不
要

◦
月
額
使
用
料
・
通
信
料
無
料

◦
一
部
対
応
し
て
い
な
い
携
帯

電
話
機
種
が
あ
り
ま
す
。
※

◦
平
成
20
年
11
月
以
前
の
発
売

機
種
に
つ
い
て
は
、
受
信
に

あ
た
り
受
信
設
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nttdocom

o.co.jp/service/
safety/aream

ail/

）
を
ご
確
認

●
お
知
ら
せ

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
と

下
水
道
排
水
設
備
工
事
店
の
指
定
申
請

●
お
知
ら
せ

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

●
お
知
ら
せ

東
備
地
域
自
立
支
援

協
議
会（
全
体
会
）開
催

●
お
知
ら
せ

熊
山
老
人
憩
の
家

●
お
知
ら
せ

４
月
分
か
ら
支
給
額（
月
額
）

が
変
更
に
な
り
ま
す

●
お
知
ら
せ

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

の
配
信
を
開
始

広報あかいわ（平成24年5月号）14



情
報
ボ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム

図
書
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

公
民
館

●絵本はともだち 2・9・16・23・30日㈬ 午前10時
30分～11時　●おはなしかい 5・12・19・26日㈯ 
午前10時30分～11時　●こどもの読書週間おは
なし会 6日㈰ 午後2時～3時　●きらり☆しあたー

（こども版） 19日㈯ 午後2時～　●民話の寺小屋
（子ども向け民話の語り） 20日㈰ 午後2時～2時
30分

●ブックんのおはなしかい 5・19日㈯ 午前11時～
11時30分　●ちいさなおはなしかい 9・23日㈬ 午
前11時～11時20分

●たんぽぽの会 9・23日㈬ 午前10時～11時

●なかよしタイム 8日㈫ 午前10時～正午

●おはなしたまてばこ 19日㈯ 午後2時～3時

●おはなし会 12・26日㈯ 午前11時～11時45分　
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 16日㈬ 午
前11時～11時45分

●無料観望会　5日㈯ 午後7時～10時

中央図書館

赤坂図書館

熊山図書館

吉井図書館

竜天天文台公園

月のイベント案内5 E V E N T  G U I D E  O N  M A Y

くまやまふれあいセンター

赤坂健康管理センター

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら

し
安
全
課

■
日
時
／
６
月
３
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所
／
和
気
町
体
育
館
相
撲

場
■
資
格
／
小
学
校
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
健
康
な
男
女

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
方
法
／
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
郵
送
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
登
録
は
が
き
を

返
送
し
ま
す
。

■
申
込
締
め
切
り
日
／
３
月
30

日
㈬

■
そ
の
他
／
ま
わ
し
、
相
撲
パ

ン
ツ
（
下
着
の
上
か
ら
着
用
）

を
持
参

※
な
い
場
合
は
備
前
青
年
会
議

所
で
用
意
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
備
前
青
年
会
議
所
わ
ん
ぱ
く
相
撲
係

　

☎
０
８
６
９
（
６
４
）
１
５
４
５

　

〒
７
０
５
‐
０
０
２
２

　

備
前
市
東
片
上
２
３
０

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
昭
和
52
（
１
９
７

７
）
年
に
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
は
、
毎
年
５
月
12

日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
と
す
る
こ
と
を
定
め
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
大
正
６
（
１

９
１
７
）
年
５
月
12
日
に
全
国

で
初
め
て
岡
山
県
済
世
顧
問
制

度
設
置
規
定
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
活
動

強
化
週
間（
５
月
12
日
～
18
日
）

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

　

市
内
に
は
担
当
区
域
を
も
つ

「
民
生
委
員
児
童
委
員
」
が
１
１

３
人
、
主
に
児
童
福
祉
に
関
す

る
こ
と
を
担
当
す
る
「
主
任
児

童
委
員
」
が
９
人
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
区
の
民
生
委
員
が
誰
か
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
社
会
福

祉
課
、
各
支
所
健
康
福
祉
課

●
お
知
ら
せ

第
26
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

東
備
場
所

広報あかいわ（平成24年5月号）15



情報ボックス
INFORMATION BOX

■医療機関一覧表
医院名 電話番号 子宮頸がん ヒブ 小児肺炎球菌

あかいわファミリークリニック 955-9251 ○ ○ ○
うえの内科小児科医院 956-0505 ○ ○ ○
片山医院 086-229-2166 ○
小坂内科医院 955-3344 ○
こやま小児科 958-5056 ○ ○ ○
桜が丘クリニック 955-8025 ○ ○ ○
山陽クリニック 955-7111 ○ ○ ○
戸田小児科医院 955-3121 ○ ○ ○
ふよう内科クリニック 955-7110 ○
山本クリニック 955-8868 ○
吉井医院 955-5515 ○ ○ ○
越宗医院 957-3035 ○
桜井内科 957-3012 ○
道満医院 957-2111 ○
戸川クリニック 957-3057 ○ ○
景山医院 995-2299 ○ ○ ○
さくら整形クリニック 995-9720 ○
佐伯北診療所 954-2032 ○ ○ ○
米井医院 954-0550 ○ ○ ○

おいしい国際交流
「クウェート料理」 参加者募集

●日時／5月20日㈰ 午前10時～午後1時30分
●場所／中央公民館１階 調理研修室
●講師／アハメッドさん　●料理／クウェート家庭料理
●参加費／会員無料、会員以外500円、小学生以下無料
●用意するもの／エプロン、タオル
●定員／25人（先着順）　●申込期限／5月11日㈮
●問い合わせ・申し込み先／本庁秘書企画課

※都合により講師、料理内容が変更になることがあります。

赤磐市国際交流協会では、クウェート
の家庭料理を通じた交流を行います
ので、奮ってご参加ください。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年

度
も
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
接
種
料
金
の
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
助
成
を
す
る
３
ワ
ク
チ

ン
に
は
接
種
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
（
任
意
ワ
ク
チ
ン
）
が
、

希
望
す
る
人
は
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

◇
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
の
女
子
（
昨
年
度
に
一
度

で
も
接
種
を
受
け
た
高
校
２

年
生
に
つ
い
て
は
残
り
の
補

助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
）

◇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
未
満

の
小
児

■
補
助
申
請
に
つ
い
て

◇
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

補
助
を
う
け
る
に
は
助
成
券

が
必
要
で
す
。
ま
だ
助
成
券

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
担
当

課
で
申
請
（
要
印
鑑
・
身
分
証
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
発
行
し
た

助
成
券
に
「
こ
の
券
の
使
用

期
限
は
平
成
24
年
３
月
31
日

で
す
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
度
も
使
用
で
き

ま
す
の
で
差
し
替
え
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

補
助
を
う
け
る
た
め
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
実
施

医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
額
／
ど
の
予
防
接

種
も
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
接
種
回
数

◇
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

３
回

◇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
開
始
年
齢
に
よ
っ
て
接

種
回
数
が
変
わ
り
ま
す
。
医

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
品

◦
住
所
、
年
齢
の
確
認
が
で
き

る
も
の

◦
助
成
券
（
子
宮
頸
が
ん
の
み
）

◦
母
子
手
帳

■
実
施
期
間
／
４
月
１
日
～
平

成
25
年
３
月
31
日

■
委
託
医
療
機
関
／
市
が
委
託

し
て
い
る
医
療
機
関
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
県

内
の
協
力
医
療
機
関
で
も
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
／
本

庁
健
康
増
進
課
、
各
支
所
健

康
福
祉
課

●
健
康
と
福
祉

任
意
予
防
接
種
の
助
成
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、12ページの電話番号一覧をご覧ください。

情
報
ボ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム

図
書
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

公
民
館

 事　業　名  内　　　　　　　　容  開催日・受付時間
特別健康相談

 （要予約）
エイズ、クラミジア、梅毒、Ｂ型肝炎、Ｃ型
肝炎に関する相談、採血検査 毎月第2・4木曜日 9:30～11:30

骨髄バンク登録
 （要予約） 登録受付、採血 毎月第2・4木曜日 9:30～11:30

心の健康相談
 （要予約）

うつ、認知症、アルコール・薬物などの依
存症、ひきこもり、その他の心の健康な
どについての精神科医などによる相談

毎月第2木曜日 13:30～14:30

毎月第4金曜日 13:30～14:30

思春期の心の健康相談
 （要予約）

思春期・青年期の心の健康と精神科医な
どによるひきこもりの相談

随時実施（予約時に相談日時を調整
します）

子どもの発達支援相談
 （要予約）

身体と精神面で経過観察を必要とする 
乳幼児の専門的な診察と相談

6月、9月、12月、2月の第3金曜日
13:00～15:00

病態別栄養相談
 （要予約）

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法
の相談

随時実施（予約時に相談日時を調整
します）

※心の健康相談は、上記以外でも随時受け付けます。

備前保健所東備支所（岡山県東備地域事務所１階）
▶住所： 和気町和気 487-2　▶電話： 0869-92-5180　▶ FAX : 0869-92-0100

平成24年度 備前保健所東備支所相談事業

　

岡
山
市
域
の
市
外
局
番
が
平

成
25
年
５
月
１
日
㈬
に
統
一
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
赤
磐

市
で
も
次
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
電
話
番
号
の
変
更

　

赤
磐
市
徳
富
地
区
で
市
内
局

番
、
加
入
者
番
号
が
変
更
と
な

り
ま
す
。

〈
現　

行
〉

　
０
８
６
（
９
５
３
）
△
△
△
△

〈
変
更
後
〉

　
０
８
６
（
９
９
５
）
○
○
○
○

■
通
話
料
金
の
変
更

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
加
入
電
話

の
場
合
は
、
岡
山
市
東
区
瀬
戸

町
地
域
と
の
通
話
は
、
市
外
通

話
料
金
と
な
り
ま
す
（
平
日
昼

間
３
分
21
円
）

※
料
金
変
更
の
有
無
と
具
体
的

な
変
更
内
容
に
つ
い
て
は
、

ご
利
用
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
電
気
通
信
事

業
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ダ
イ
ヤ
ル
方
法
の
変
更

　

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
地
域
へ

は
市
外
局
番
（
０
８
６
）
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〈
電
話
サ
ー
ビ
ス
・
料
金
に
関
す
る
内
容
〉

◦
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岡
山
支
店

　

☎
１
１
６
（
局
番
な
し
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　

☎
（
０
８
０
０
）
２
０
０
０
１
１
６

　
〔
受
付
時
間
／
午
前
９
時
～
午

後
５
時
〕

〈
そ
の
他
〉

◦
本
庁
総
務
課

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に

併
せ
て
、
無
料
法
律
・
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◆
岡
山
地
区

■
日
時
／
５
月
10
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所
／
岡
山
弁
護
士
会
館
会

議
室
（
岡
山
市
北
区
南
方
１

︲
８
︲
29
）

■
担
当
／
岡
山
弁
護
士
会
、
岡

山
地
方
法
務
局

◆
津
山
地
区

■
日
時
／
５
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所
／
岡
山
地
方
・
家
庭
裁

判
所
津
山
支
部
会
議
室
（
津

山
市
椿
高
下
52
）

■
担
当
／
岡
山
弁
護
士
会
、
岡

山
地
方
法
務
局

◆
共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
８
６
（
２
２
２
）
６
７
７
１

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の

意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
今
年
も
公
聴
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

■
内
容

①
市
民
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
区
・
町
内
会
や
市
民

団
体
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば
、

市
内
の
ご
希
望
の
場
所
に
市

長
が
出
向
き
ま
す
。

②
開
催
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に

申
込
書
を
提
出
し
、
代
表
者

と
協
議
の
う
え
実
施
し
ま
す
。

 

③
今
年
度
の
開
催
は
合
計
10
回

（
１
団
体
に
つ
き
年
間
１
回
ま

で
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
秘
書

企
画
課

●
お
知
ら
せ

電
話
番
号
の
変
更

●
お
知
ら
せ

お
で
か
け
市
長
室
開
催

●
お
知
ら
せ

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
開
設

広報あかいわ（平成24年5月号）17



スポーツの話題
SPORTS TOPICS

◎スポーツ振興課 ▶ ☎955-4432／FAX 955-0507

第
18
回
全
日
本
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会（
京
都
府
）

◦
上
智
大
学
２
年

　

岩
川　

菜
摘
未
（
西
中
）

第
42
回
日
本
少
年
野
球
全
国
春
季

大
会
〔
小
学
生
の
部
〕（
東
京
都
）

◦
山
陽
北
小
学
校
５
年

　

赤
松　

功
基
（
桜
が
丘
西
７
）

第
21
回
全
国
高
等
学
校
剣
道

選
抜
大
会
（
愛
知
県
）

◦
西
大
寺
高
等
学
校
１
年

　

髙
馬　

涼
子
（
惣
分
）

第
４
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

混
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◦
優　

勝
／
シ
ュ
プ
ー
ル

◦
準
優
勝
／
さ
く
ら

◦
第
３
位
／
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

◦
第
４
位
／
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ

第
12
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

　

３
月
18
日
、
備
前
射
撃
場
で
赤

磐
市
射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
優　

勝
／
藤
原
輝
雄
（
尾
谷
）

◦
準
優
勝
／
松
田
典
章
（
可
真
下
）

◦
第
３
位
／
竹
原
隆
也
（
是
里
）

◦
第
４
位
／
兼
崎
勝
信
（
町
苅
田
）

◦
第
５
位
／
福
安
秀
雄
（
桜
が
丘
西
３
）

◦
第
６
位
／
草
薙　

顕
（
東
窪
田
）

◦
第
７
位
／
山
本
勝
敏
（
岩
田
）

◦
第
８
位
／
岸
田
元
一
（
尾
谷
）

◦
第
９
位
／
日
原
春
幸
（
桜
が
丘
西
６
）

◦
第
10
位
／
重
利
隆
一
（
東
軽
部
）

赤
磐
市
卓
球
教
室

　

楽
し
く
卓
球
を
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時
／
５
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日
・
６
月
４
日
㈪

　

午
後
８
時
〜
10
時

■
場
所
／
高
陽
中
学
校
体
育
館

■
指
導
者
／
赤
磐
市
卓
球
協
会

■
参
加
費
／
１
０
０
０
円

■
持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、卓
球
ラ
ケ
ッ

ト
（
持
っ
て
い
る
人
）、タ
オ
ル
、

お
茶
な
ど

■
定
員
／
20
人

■
申
込
締
め
切
り
日
／
５
月
６
日
㈰

■
申
し
込
み
先

◦
市
卓
球
協
会 

石
原

　

☎
（
９
５
６
）
０
０
３
０

第
12
回
赤
磐
市

職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

■
主
催
／
赤
磐
市
軟
式
野
球
協
会

■
開
催
期
間
／
５
月
13
日
・
20
日
・

27
日
・
６
月
３
日
（
予
定
）

■
大
会
会
場
／
桜
が
丘
野
球
場
、

赤
坂
運
動
広
場
、
熊
山
野
球
場

ほ
か

■
参
加
資
格
／
主
に
赤
磐
市
在
住

在
勤
の
18
歳
以
上
の
人
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム

■
参
加
申
込
／
大
会
参
加
申
込
書

を
監
督
会
議
の
際
に
参
加
費
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
／
５
０
０
０
円

■
監
督
会
議

◦
日
時
／
５
月
７
日
㈪

　

午
後
７
時
～

◦
場
所
／
赤
磐
市
中
央
公
民
館　

第
３
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
会
長　

溝
口

　

☎
０
９
０
（
８
９
９
１
）
４
８
３
８

第
12
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

■
開
催
日
／
５
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
受
付
、
９
時
30
分
試

合
開
始

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体

育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
種
目

◦
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

◦
男
子
Ａ
級　

◦
男
子
Ｂ
級

◦
女
子
Ａ
級　

◦
女
子
Ｂ
級

◦
男
女
子
Ｃ
級

◦
男
女
子
Ｄ
級
（
初
心
者
）

※
市
外
の
人
は
Ａ
級
の
み
参
加
可

■
参
加
費

①
赤
磐
市
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
登

録
役
員
選
出
チ
ー
ム
…
１
人
５

０
０
円

②
赤
磐
市
在
住
・
在
勤
者
…
１
人

１
０
０
０
円

③
市
外
の
人
…
１
人
１
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
半
額
）

■
申
込
締
め
切
り
日
／
５
月
14
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

福
田

　

☎
・
FAX
（
９
５
５
）
５
７
９
７

合
気
道
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

合
気
道
は
試
合
を
行
わ
な
い
の

で
、
体
に
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く

り
と
柔
軟
に
心
身
を
鍛
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
合
気
道

を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
性

を
向
上
さ
せ
、
危
険
を
賢
く
回
避

し
た
り
、危
機
に
直
面
し
て
も
正
々

結　
　
果

募　
　
集

全
国
大
会
出
場

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉
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堂
々
と
対
応
し
た
り
で
き
る
心
づ

く
り
を
養
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
、
だ
れ
で
も
始
め
ら

れ
ま
す
。
道
場
で
は
武
道
の
礼
節

を
守
り
な
が
ら
、
運
動
不
足
の
解

消
、
美
容
の
た
め
、
護
身
の
た
め
、

鍛
錬
の
た
め
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
集
ま
り

ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
け
い
こ
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

け
い
こ
を
ご
覧
に
な
り
、
合
気
道

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

５
月
７
日
㈪
か
ら
、
新
た
に
熊

山
武
道
館
で
の
け
い
こ
を
始
め
ま

す
。
け
い
こ
時
間
に
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦
高
陽
中
学
校
格
技
場

　

毎
週
金
曜
日 

午
後
７
時
～
９
時

◦
熊
山
武
道
館
柔
道
場

　
毎
週
月
曜
日 

午
後
７
時
30
分
～
９
時

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
市
合
気
道
協
会　

森
本

　

☎
０
９
０
（
２
２
９
４
）
３
８
８
９

ス
ポ
レ
ク
仲
間
と
楽
し
く

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！

　
「
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
る
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
吉
井
ス
ポ
レ
ク

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

　

会
員
に
は
教
室
、
大
会
の
参
加

費
が
無
料
で
あ
っ
た
り
、
割
安
で

参
加
で
き
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
吉

井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
で
活
動
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
申
し
込
み
先

◦
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ

　

☎
（
９
５
４
）
２
３
２
３

　

http://yoshiisc.net/

〈
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
〉

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具

貸
し
出
し
ま
す

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
や
町
内
会
活
動
・
そ
の
他

団
体
活
動
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
使
用
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用

具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
ご
利
用
に
限
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
用
具
一
例
／
キ
ン
ボ
ー
ル
・
わ
な

げ
・
ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
一
式
・
ユ
ニ

ホ
ッ
ク
一
式
・
そ
の
他
多
数

〈
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
〉

水
中
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

　

昨
年
も
大
好
評
だ
っ
た
水
中
健

康
教
室
を
、
今
年
度
も
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持

増
進
を
目
的
に
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
腰
痛
改
善
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
参

加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
～
６
月
・
10
月
～
12

月
・
３
月

■
開
催
日
時
／
第
２・
４
水
曜
日（
５

月
の
み
第
２
・
５
水
曜
日
）
午
後

２
時
15
分
～
３
時
45
分
（
90
分
）

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内

プ
ー
ル

■
定
員
／
毎
回
先
着
20
人（
た
だ
し
、

内
容
に
よ
り
30
人
）

■
受
講
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
プ
ー

ル
入
場
料
が
必
要
で
す
。
当
日
券

大
人
４
０
０
円
）

■
受
講
方
法
／
当
日
プ
ー
ル
受
付
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会
〉

白
銀
に
シ
ュ
プ
ー
ル

　

赤
磐
市
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
２

月
18
日
に
蒜
山
ベ
ア
バ
レ
―
ス

キ
ー
場
へ
日
帰
り
の｢

ふ
れ
あ
い

ス
キ
ー
バ
ス｣

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

38
人
が
参
加
。
初
級
者
を
中
心
に

ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

　

吹
雪
の
中
、
午
前
中
の
ス
キ
ー

教
室
を
終
え
た
参
加
者
も
午
後
か

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
滑
っ
て
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
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ザ・コラム
The Column

●
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災　
［ 

第
１
回 

］

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス　
［ 

第
17
回 

］

　
空
気
が
乾
燥
し
、風
が
強
く
吹
く
日
が

多
い
た
め
、市
内
で
野
焼
き
が
原
因
と
な

る
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。死
者
を
伴

う
火
災
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、次
の

こ
と
に
注
意
し
、火
の
取
り
扱
い
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
野
焼
き
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、乾
燥

注
意
報
や
強
風
注
意
報
発
令
中
は
延
焼

速
度
が
速
く
な
る
の
で
、な
る
べ
く
野
焼

き
を
実
施
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
や
む
を
え
ず
実
施
す
る
場
合
は
、次
の

点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
事
前
に
最
寄
り
の
消
防
署
に
連
絡
を

す
る

◦
決
し
て
１
人
で
は
行
わ
ず
、複
数
人
で

実
施
す
る

◦
高
齢
者
だ
け
で
の
実
施
は
、非
常
に
危

険
な
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る

◦
水
バ
ケ
ツ
・
水
道
ホ
ー
ス
な
ど
の
消
火

用
具
を
事
前
に
準
備
す
る

◦
生
地
の
厚
い
衣
服
を
着
る
な
ど
、着
火

し
に
く
い
服
装
に
す
る

※
い
っ
た
ん
火
事
が
発
生
し
て
し
ま
う

と
、
火
の
回
り
が
予
想
以
上
に
早
く
、

煙
に
巻
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合

は
、
無
理
に
消
そ
う
と
せ
ず
、
安
全
な

場
所
に
避
難
し
、速
や
か
に
消
防
署
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
も
し
も
衣
服
に
火
が
燃
え
移
っ
た
ら

　
衣
服
に
着
火
し
た
場
合
は
、ま
ず
そ
の

場
に
立
ち
止
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。走
る
と

風
が
起
こ
り
、火
の
勢
い
を
大
き
く
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
地
面
に
倒
れ
、燃
え
て
い
る

所
を
地
面
に
押
し
付
け
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
左
右
に
転
が
り
、

窒
息
消
火
さ
せ
る
こ
と
で
火
を
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
い
合
わ
せ
先
］

◦
赤
磐
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
（
９
５
５
）
２
２
４
６

野
焼
き
が
原
因
に
よ
る

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

市
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
が

よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
。

◆
変
更
点
①
…
相
談
日

　
【
変
更
前
】

　
　
月
・
木
曜
（
週
２
日
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
【
変
更
後
】

　
　
月
～
木
曜
（
週
４
日
）

　
　
※
祝
祭
日
は
除
く

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
変
更
点
②
…
問
い
合
わ
せ
先

　
【
変
更
前
】
協
働
推
進
室

　
【
変
更
後
】
く
ら
し
安
全
課

　
※
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●

“
知
っ
と
く
”
～
く
ら
し
の

得
学
み
つ
け
ま
せ
ん
か
？
～

受
講
生
募
集

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
と
も
に
、

私
た
ち
消
費
者
の
目
が
試
さ
れ
る
選
択

か
ら
決
定
の
機
会
も
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。「
賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
！
」
を

合
言
葉
に
く
ら
し
安
全
課
で
は
年
間
を

通
し
て
く
ら
し
の
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
。

◆
テ
ー
マ　
１
日
10
分
で
暮
ら
し
が

変
わ
る
整
理
・
収
納
術

◆
日
時

　
①
基
本
編
…
５
月
23
日
㈬

　
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

　
②
応
用
編
…
６
月
15
日
㈮

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
募
集
開
始
日　
５
月
１
日
㈫

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
講
師　
整
理
ｉ
ｓ
ｔ 

佐
藤 

亮
介
さ
ん

（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◆
場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
定
員　
各
回
30
人（
①
②
の
連
続
申
し

込
み
も
可
）

　
７
、８
月
は
『
親
子
で
考
え
よ
う
。
環

境
問
題
』を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
く
予
定

で
す
。詳
し
く
は
次
回
の
広
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
本
庁
く
ら
し
安
全
課
く
ら
し
安
全
班

　
☎
（
９
５
５
）
４
７
８
３
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図書館通信
LIBRARY NEWS

情
報
ボ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム

図
書
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

公
民
館

おすすめ本

『ゴールディロックスと3匹のクマ』（50分）
　少女ゴールディロックスはひとりで山にキノコを採り
に行き、道に迷ってしまった。疲れてお腹もすいた彼女
は一軒の家を見つけ、中に入って眠ってしまう。だがそ
こは、クマの親子が住んでいる家だった…。

■日時　5月19日㈯　午後2時～
■場所　中央図書館 多目的ホール
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

きらり☆しあたー：こども版

■日時　6月1日㈮～7日㈭ ※ただし、4日（月・休館日）を除く
　　　　午前10時～午後6時（最終日は午後8時まで）
■場所　中央図書館 多目的ホール
■入場料　無料

藤田桜 絵本原画展

　『世界のお話大集合』をテーマに、絵本の読み聞かせ
や詩など盛りだくさんのおはなし会です。いつもの紙
芝居おじさんもやってくるよ。みんな、見に来てね！

■日時　5月19日㈯　午後2時～3時
■場所　くまやまふれあいセンター

おはなしたまてばこ

夢の花、咲く
●梶　ようこ／著
●文藝春秋／出版

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。免許証、健康

保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■5月の休館日

赤磐市内全図書館休館日
●各図書館の問い合わせ先

♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

今月の

ツリーハウスをつくる愉しみ
●小林　崇／著

●メディアファクトリー／出版

日本の名家・名門人脈
●「歴史読本」編集部／編

●新人物往来社／出版

ロートレックの食卓
●林　綾野、千足　伸行／編・著
●講談社／出版

一般書編

『布貼り絵を作ってみよう！』参加者募集
■日時　6月2日㈯　午後2時～4時
■場所　中央図書館 多目的ホール
■講師　藤田　桜 さん
■対象　幼児から児童と、その保護者（小学校5年生以

上は子どもだけの参加も可）
■定員　20人
■申し込み先　中央図書館（電話可／5月1日㈫ 午前

10時から先着順に受け付け）

●藤田桜 プロフィール
　大正14年東京生まれ。大学卒業後、婦人雑誌の編集者として
出版の仕事に携わる。昭和27年から約40年間、月刊絵本「よい
このくに」（学研）の表紙を担当した。絵具の代わりに布地を切り
貼りしながら画面を作る独自の手法を考案し、多くの絵本や絵
画を創作・発表している。

あるばーのとおよめさんともうひとり とってもおいしいサルシッチェ

《標語》 君と未来をつなぐ本
　市内の図書館では、こどもの読書週間の期間中に
絵本の展示を行います。一度のぞい
て、お子さんといっしょに手にとって
みてください。絵本とのすばらしい
出会いがあるはずです。

■期間　～5月12日㈯

第54回こどもの読書週間
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●赤磐市の人口 （平成24年4月1日現在）

人 　 口 44,947 人 （ －57 ）
男 　 性 21,509 人 （ －32 ）
女 　 性 23,438 人 （ －25 ）
世 帯 数 17,254 世帯 （ ＋26 ）

※（　）は3月1日との差

●平成24年3月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成24年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1

（2）
0

（0）
0

（0）
1

（3）
2

（5）
5

（24）
33

（156）
7

（29）
16

（40）
61

（249）
東出
張所

0

（0）
0

（0）
0

（0）
0

（1）
0

（1）
1

（6）
20

（64）
5

（13）
3

（10）
29

（93）

北出
張所

1

（3）
1

（1）
0

（0）
1

（1）
3

（5）
2

（5）
16

（38）
4

（10）
0

（2）
22

（55）

計 2
（5）

1
（1）

0
（0）

2
（5）

5
（11）

8
（35）

69
（258）

16
（52）

19
（52）

112
（397）

●平成24年3月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
24年3月中 108 29 0 2 39 79 
23年3月中 85 29 0 4 39 56 
増        減 23 0 0 ︲2 0 23 
24年3月末 310 95 0 7 122 215 
23年3月末 265 74 2 9 103 191 
増        減 45 21 ︲2 ︲2 19 24 

●今月の交通標語 「 ハッとした いつもの道に ひそむ事故 」

●5月の税を期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 1 期
軽 自 動 車 税 全 期

※期限は5月31日まで

●5月の休日当番医（窓口受付 9：00～17：00）

5月3日㈭ 梶原内科医院 ☎955-3750

越宗医院 ☎957-3035

4日㈮ 小坂内科医院 ☎955-3344

佐伯北診療所 ☎954-2032

5日㈯ 景山医院 ☎995-2299

近藤内科 ☎953-1610

6日㈰ 桜井内科 ☎957-3012

道満医院 ☎957-2111

13日㈰ 赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

石原医院 ☎952-0162

20日㈰ 桜が丘クリニック ☎955-8025

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

27日㈰ あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

粟井内科医院 ☎953-0617

※■は、㈳赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域の休日当番医です。
　当番医については4月6日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（市内いずれの場所でも各相談は受けられます。※相談は無料で秘密は堅く守られます。）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】

月曜日～木曜日（祝祭日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課
くらし安全班
☎955-4783

5月8日㈫
13:30～15:30

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川進太郎

5月7日㈪、6月8日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
石倉　尚

5月16日㈬
10:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）】

【行政】

5月9日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

5月11日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

5月16日㈬
13:00～15:00

吉井会館
農事実習室

吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務相談】
随時　（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による電話相談として受
け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
赤磐市グラウンド・ゴルフ場
　充実した管理は県
内でも屈指。県内外
からも多数の利用
があります。グラウン
ド・ゴルフは子どもか
らお年寄りまでみん
なが楽しめます。ぜ
ひご利用ください。クラブ、ボールの無料貸し出し
もあります。
■利用料金…当日券 ▷ 市内300円、市外500円／

年間利用券 ▷ 市内 10,000円、市外15,000円
■利用時間…4月～9月 ▷ 8：30～18：30／10月

～3月 ▷ 8：30～16：30

■休業日…毎週月曜日、12/29～1/3
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●5月の検診・定期救急講習など
1 火 ⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

2 水 ⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

3 木 ㊡山陽郷土資料館

4 金 ㊡山陽郷土資料館

5 土 ㊡山陽郷土資料館

6 日

7 月 ⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

㊡山陽郷土資料館

8 火
⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

9 水

⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

㊡桜が丘いきいき交流センター

10 木
⃝年金相談〈要予約〉（産業会館2階ふるさと交流室） 10:00～15:00

⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日 

11 金
⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝育児相談（山陽保健センター） 受付時間9：45～10：30

★犯罪ゼロの日

12 土

13 日

14 月 ⃝胃がん検診［吉井地域］
㊡山陽郷土資料館

15 火 ⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

16 水

⃝1歳6か月児健診（吉井保健センター） 受付時間12：45～13：00

⃝3歳児健診（吉井保健センター） 受付時間13：00～13：15

⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

㊡桜が丘いきいき交流センター

17 木 ⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

18 金 ⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

19 土

20 日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

21 月
⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［山陽地域］ 受付時間7：45～9：00

㊡山陽郷土資料館

22 火
⃝胃がん検診［赤坂地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

23 水
⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

㊡桜が丘いきいき交流センター

24 木

25 金 ⃝胃がん検診［赤坂地域］ 受付時間7：45～8：45

★交通安全日

26 土

27 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

28 月
⃝胃がん検診［赤坂地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

㊡山陽郷土資料館

29 火 ⃝胃がん検診［赤坂地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝胃がん検診［熊山地域］ 受付時間7：45～8：45

30 水 ★交通事故・交通違反ゼロの日 ㊡桜が丘いきいき交流センター

31 木 ⃝胃がん検診［吉井地域］ 受付時間7：45～8：45

⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

●5月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G

海洋センター
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル

ー

ム

屋内プール
10:00

▼
12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

10:00
▼

12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

1 火 休館日 休館日

2 水 ◯ ◯ 休館日

3 木 ◯ ◯ ◯ ◯

4 金 ◯ ◯ ◯ ◯

5 土 ◯ ◯ ◯ ◯

6 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

7 月 休館日 休館日

8 火 ◯ ◯ 休館日

9 水 ● ◯ ◯ ◯ ◯

10 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

11 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

12 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

13 日 ◯ ◯ ◯ ◯

14 月 休館日 休館日

15 火 ◯ ◯ 休館日

16 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

17 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

18 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

19 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

20 日 ◯ ◯ ◯ ◯

21 月 休館日 休館日

22 火 ◯ ◯ 休館日

23 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

24 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

25 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

26 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

27 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯

28 月 休館日 休館日

29 火 ◯ ◯ 休館日

30 水 ● ◯ ◯ ◯ ◯

31 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
○屋内プール一般開放　　●屋内プール一般開放・水中健康教室

★トレーニングルーム初心者講習実施日

ライフ・カレンダー
LIFE CALENDER
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円　
　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円　
　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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「伝えたいあかいわの味」を発刊しました

柔道整復師の施術を受ける人へ

平成24年度軽自動車税減免申請

「赤磐市行財政改革審議会」の委員を募集

　赤磐市栄養改善協議会では、親から子へ伝えていきた
い伝統料理や赤磐の食材を使った料理をまとめたレシピ
集「伝えたいあかいわの味」を作成しました。
　この冊子にとりあげた料理は栄養委員が手分けして探
した「あかいわの味」です。
　郷土料理と呼べるものがなかなか見つからず、苦労し
ましたが、行事食や季節の味、赤磐の特産品を使った料
理など、次の世代に伝えていきたい料理を集めました。
■問い合わせ先

・本庁健康増進課 ☎ 955-1117
※市ホームページからもご覧になれます。

　整骨院や接骨院などの柔道整復師の施術を受ける場合、
国民健康保険（国保）が使えない場合がありますので、
ご注意ください。
■国保が使える場合
　打撲、捻挫、挫傷、脱臼、骨折に対する施術に限られます。
なお、脱臼や骨折については応急手当をする場合を除き、
あらかじめ医師の同意が必要です。
■国保が使えない場合

・疲労性・慢性的な要因からくる肩こり、腰痛
・スポーツなどによる筋肉疲労、筋肉痛
・加齢（ケガによるものではない）からくる痛み
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられな

い長期の施術
・病院や診療所などで同じけがで治療中のもの
※国保が使えない施術については、全額自己負担とな

ります。誤って国保を使っていたことが分かった場
合、国保が負担した施術費用を返していただく場合
があります。

　医療費の適正化のために、文書や口頭で負傷の原因
や施術内容、施術年月日についてお尋ねすることが
ありますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ
・本庁市民課国保年金班  ☎ 955-1113

　身体 ･ 精神に障害のある人が通学 ･ 通院 ･ 通所 ･ 生業
のために使用する軽自動車については、その障害の等級
により軽自動車税が減免されます（ただし、自動車税を
減免されている人は軽自動車税の減免を申請することは
できません）。該当者は、納税通知書到着後、担当課で手
続きを行ってください。
■減免対象者
⃝軽自動車を所有する人で身体障害者手帳か精神障害者

保健福祉手帳などを持っている人（等級によっては該
当にならないこともあります）

⃝身体障害者などと生計を一にしている人で軽自動車を
常時介護に使用している人（ただし、車の所有者は原
則身体障害者など本人）　

■申請期限　5 月 24 日㈭
■申請に必要なもの
⃝平成 24 年度軽自動車税納税通知書
⃝印鑑　⃝運転免許証
⃝身体障害者手帳か精神障害者手帳など
⃝車検証（車検がある車）
　平成 23 年度減免申請をした人で、車の変更がない場合
は申請不要です。車を変更した人は、変更後の車で申請
が必要です。
　そのほかご不明な点はお尋ねください。
■問い合わせ先

・本庁税務課市民税班 ☎ 955-0951
・赤坂支所市民生活課 ☎ 957-4821
・熊山支所市民生活課 ☎ 995-1214
・吉井支所市民生活課 ☎ 954-1183

　幅広く市民の皆さんのご意見をお聞きしながら行財政
改革を推進していくために、行財政改革審議会の委員を
募集します。
■募集人数　３人
■任期　平成 24 年度～平成 26 年度
■応募資格　市内にお住まいで、平日の日中に会議に出

席できる４月１日現在で満 18 歳以上の人
■応募方法　応募用紙に各項目と行財政改革についての

考え（800 字程度）を記入して、本庁財務部財政課また
は各支所市民生活課の窓口に持参し提出するか、郵送
で提出してください。なお応募用紙は前述の窓口で受
け取るか、市ホームページからダウンロードしてくだ
さい。

■締め切り　5 月 21 日㈪必着　
　※郵送の場合も必着とします。
　※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ・応募先　
　〒 709-0898 赤磐市下市 344　赤磐市役所財務部財政課
　☎ 955-2693 ／ FAX 955-1261
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赤磐市男女共同参画推進審議会の委員を公募

外国人に関する制度が変わります
「あかいわ便覧」の広告募集にあたって
協働事業者が各地域を訪問します

「岡山県南広域都市計画ごみ焼却場
（赤磐市決定）」の変更案の縦覧について

　市では、男女共同参画の推進に関する施策について、
市民の皆さんからのご意見を幅広く反映させるため、赤
磐市男女共同参画推進審議会の委員を公募します（今回
の公募は、現委員の任期が６月 30 日で満了することに伴
うものです）。男女共同参画社会実現に向けて、一緒に取
り組める人をお待ちしています。
■募集人員　3 人以内
■応募資格　20 歳以上（４月１日現在）の市内在住の人で、

男女共同参画に関心と見識を持ち、赤磐市男女共同参
画推進審議会に出席できる人

　※会議は平日の昼間に開催します。
■応募方法　任意の用紙に「私が考える男女共同参画」

についての作文を 800 字以内でまとめ、住所、氏名、
年齢、電話番号、職業を記入して提出してください（郵
送可）

■応募期限　5 月 31 日㈭
　※選考結果は、各個人あてに通知します。
■問い合わせ・申し込み先　　

・本庁協働推進課人権・男女共同参画班
　☎ 955-1114

　

　7 月 9 日に出入国管理法と住民基本台帳法が改正され、
外国人登録法は廃止になります。
■主な改正点
⃝外国人も日本人と同様に「住民票」に記載され、外国

人登録記載事項証明書は廃止になります。
⃝住民票作成の対象者は、観光などの短期滞在者等を除

いた、適法に 3 カ月を超えて在留する外国人です。
⃝ 5 月ごろに外国人住民の皆さんに仮住民票を作成し送

付します。内容を確認し、訂正などがあれば申し出て
ください。

⃝外国人登録証明書が「在留カード」、「特別永住者証明書」
（以下在留カード等）に替わります。ただし、外国人登
録証明書には「みなし期間」があるため、すぐに切り
替える必要はありません。

⃝入国管理局で在留資格や在留期間の変更手続きを行っ
た後に、市役所への届け出は不要になります。

⃝転出や出国時には市役所で転出手続きが必要になりま
す。また、住所変更手続きには在留カード等（在留カー
ド等に切り替えをしていない場合は外国人登録証明書）
が必要です。

⃝改正後の住民票は、現行の外国人登録制度をもとに作
成します。住所変更などの手続きをしていない場合は、
早急に市役所へ届け出を行ってください。

⃝届け出の内容によって申請場所が異なります。詳しく
はお問い合わせください。

■問い合わせ先
◦本庁市民課市民サービス班 ☎ 955-1112

■対象施設　赤１　赤磐市環境センター
■都市計画案の内容　ごみ焼却場の新設
■縦覧期間　4 月 27 日㈮～ 5 月 16 日㈬
　※開庁時間内に限ります。
■縦覧場所　本庁都市計画課
■意見書の提出　ご意見のある人は、縦覧期間中に意見

書を本庁都市計画課に提出してください。
■問い合わせ先
　・本庁都市計画課 ☎ 955-1485

　広報あかいわ 3 月号（13㌻）でもお知らせしていますが、
赤磐市は、市が扱う各種手続きや地域情報を掲載した「あ
かいわ便覧」を今年 8 月に発行し、全戸配布する予定です。
　広告の募集や編集などは、協働事業者である株式会社
サイネックスが担当し、5 月と 6 月に各地域を訪問します。
訪問に際しては、姫路ナンバーの営業車を利用し、営業
担当者は、赤磐市の市章が入った名刺と名札を携帯して
おりますので、ご理解ご協力をお願いします。
　また、広告掲載希望についてのお問い合わせは、5 月末
までにお願いします。
■問い合わせ先

〈広告募集に関して〉
・株式会社サイネックス ☎ 079-222-7630

〈行政・手続き情報に関して〉
・本庁秘書企画課　☎ 955-4770
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遊びのボランティア養成講座「マジック入門」
簡単なマジックを覚え、家庭や職場・地域で披露し、皆
さんをドッキリ楽しませてあげましょう。
■日時／6月2日㈯、16日㈯、30日㈯
　　　　午前10時～正午
■対象／一般（初心者大歓迎）　　■定員／16人
■参加費／600円（全3回分、材料代含む）
■申込開始日／5月1日㈫

すぐに役立つ英会話入門
「将来、ちょっとした海外旅行に」と思うあなた。すぐに
使える英会話に挑戦してみませんか。
■日時／6月8日㈮、15日㈮、22日㈮、29日㈮
　　　　午後7時～8時30分
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／300円（4回分）＋3,780円（教材費）
■申込開始日／5月1日㈫

ドキドキ講座「大谷渓谷の動植物」
自然大好き人間集まれ！市内に生息する動植物を観
察してみよう。
■日時／5月19日㈯　午前9時～
■集合場所／西山公民館駐車場
■対象／なし　　■定員／30人
■参加費／無料
■申込締め切り／開催日の前日
※双眼鏡をお持ちの人は持参してください。

大人のためのピアノ教室
これからピアノを始めてみたい人、初心者を対象に行
います。自分の好きな曲が弾けたらいいですね。
■日時／5月10日㈭、17日㈭、24日㈭　午後1時～3時
■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／5月7日㈪

わいわい広場　工作あそび
いろいろな物を使って回るものを作るよ。何ができる
か挑戦してみよう！
■日時／5月12日㈯　午前9時30分～11時30分
■対象／小学生　　■定員／30人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月7日㈪

ホタル講演会
夏の風物詩であるホタルの生態を学びます。
■日時／5月12日㈯　午後6時～8時
■場所／山方研修センター　■対象／幼児を含む親子、一般
■参加費／無料　　■申し込み／不要

家庭料理教室「料理の基本とコツ」
だしの取り方、煮物の味付け、食材の切り方など基本
を学んで、楽しく料理を作りましょう。
■日時／5月25日㈮　午前10時～午後1時
■定員／16人　　■参加費／500円
■申込開始日／5月1日㈫

ふるさと探訪講座「吉井式内社めぐり」
吉井地域の石上布都魂神社などの式内社をバスで巡
ります。
■日時／5月31日㈭　午前8時40分～午後1時30分
■場所／鴨神社、布施神社、石上布都魂神社
■定員／25人　　■参加費／500円
■申込開始日／5月1日㈫

親子ふれあい自然楽校「蛍探検」（年5回実施）
四季を通じて親子でふるさとの自然にふれあう活動
をします。第１回目は、滝山でホタルの観察をします。
■日時／6月2日㈯　午後7時～8時
■場所／滝山川　　■定員／親子10組
■参加費／500円　　■申込開始日／5月1日㈫

歴史講座「是里の歴史を探訪」
是里の文化財をバスで巡ります。
■日時／6月7日㈭　午前9時～正午
■場所／宗形神社、血洗いの滝（赤坂公民館集合）
■対象／一般　　■定員／25人
■参加費／100円

アロハ ウクレレ クラブ
■日時／5月24日㈭　午後1時30分～3時
　　　　※以降毎月第4木曜日に開催予定
■場所／赤坂健康管理センター研修室
■対象／一般
■定員／20人（定員になり次第締め切り）
■参加費／300円

自然の素材と遊ぶ
～竹・かづら・野草を材料にした工作～
はがき掛け、かご、まごの手などすてきな作品ができ
ます。
■日時／5月・8月・11月・1月の第3金曜日
　　　　午前10時～午後3時
■場所／笹岡公民館会議室
■定員／10人（定員になり次第締め切り）
■参加費／200円（材料費は別）

●高月公民館主催講座

●熊山公民館主催講座

●吉井公民館主催講座

●赤坂公民館主催講座

●笹岡公民館主催講座
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■各公民館の住所・問い合わせ先
○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）

公民館のご案内
COMMUNITY CENTER

情
報
ボ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ

コ
ラ
ム

図
書
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

公
民
館

チャレンジデーに参加しよう
～公民館で１日健康スポーツを楽しみましょう～
■日時／5月30日㈬　午前9時～午後4時30分
■場所／各公民館
■対象／だれでも（団体・個人）
■定員／各グループ・団体の種目に応じて可能な限り
■参加費／無料　　■申込開始日／5月7日㈪
※実施可能な種目（ラジオ体操・ヨーガ・太極拳・ダン

ス・フォークダンス・踊りなど相談に応じて）

経済金融学習講座「自分でお金を守る時代に必要な
知識を身につけましょう」
初めて「経済」や「金融」を学ぶ人を対象にした講座。
難解な経済・金融の仕組みや用語を分かりやすい解
説で「お金の流れ」について学びます。
ご家族やご夫婦、お友達同士、もちろんおひとりでも、
皆さんいかがですか。
■日時／5月19日㈯　午後1時30分～3時30分
■講師／シニア・ファイナンシャル・プランナー
■対象／高校生以上　　■定員／50人　　
■参加費／無料　　■申込開始日／5月7日㈪

中央公民館グループ「アンダンテ」体験教室
一緒に演奏してみませんか？ グループ生募集！
初心者大歓迎。キーボードを使ってみんなで和気あいあ
いと演奏しています。楽曲はジャンルを問わず練習しま
す。音楽の喜びをみんなで感じて生き生きとした毎日を！
■日時／5月14日㈪　午前10時～正午
■対象／一般　　　■参加費／無料
■申込開始日／5月7日㈪

シュークリーム＆西京漬けの「みそ」作り教室
手軽にできるシュークリームと、おかずに大人気の西
京漬けを手作りしませんか。

■日時／6月2日㈯　午前9時～午後1時
■対象／中学生以上　　■定員／16人
■参加費／600円　　■申込開始日／5月9日㈬

生活情報の交流会「ねずみ、ゴキブリ、モグラ、雑草
などの対処について」
身近な問題を持ちより、みんなで解決しませんか。
■日時／6月9日㈯　午前10時～正午
■対象／一般　　■定員／20人
■参加費／無料　　■申込開始日／5月9日㈬

第22回ブルーシャトーコンサート
「心のふるさと民謡を訪ねて」
～津軽三味線曲弾き～
■日時／5月26日㈯　午後2時～3時
■出演／民謡教室山陽＆民謡クラブ
　　　　津軽三味線師範 ・ 山口　幸月
■定員／100人　　■入場料／無料
■申し込み／不要

第12回おしゃべりカフェ
■日時／5月11日㈮　午後1時～4時
　　　　（午後1時30分から「ちんどんの演奏」）
■定員／60人程度　　■入場料／無料
■申し込み／不要
※マイカップをお持ちください。コーヒー100円。

ガーデニング教室「ミニバラの寄せ植え」
～あなたもバラのある暮らしをしてみませんか？～
■日時／5月18日㈮　午後1時30分～3時30分
■対象／一般　　■定員／20人　　
■参加費／2,000円（材料代を含む）　
■申込開始日／5月7日㈪

ドキドキ自然観察「岡山県立森林公園へ行こう」
～清らかな水・澄み切った空・豊かな緑につつまれて
癒されませんか？～
■日時／6月6日㈬　午前9時～午後4時30分
■場所／岡山県立森林公園（苫田郡鏡野町上斎原）
■対象／一般　　■定員／20人（先着順）
■参加費／800円（弁当持参）
■申込開始日／5月12日㈯ （電話不可、直接公民館

窓口で参加者本人のみ受付）

「リコーダーでアンサンブル！～身近なリコーダー
で、アンサンブルを楽しみませんか？～」
■日時／5月15日㈫、29日㈫、6月5日㈫、19日㈫、
　7月3日㈫、17日㈫ 〔全6回〕　午後7時～8時30分
■対象／一般　　■定員／10人程度
■参加費／500円（リコーダー持参）
■申込開始日／5月7日㈪

●各公民館

●中央公民館主催講座

●西山公民館主催講座

●山陽公民館主催講座
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部　署　名 電話番号 FAX 番号 主な業務内容

産
業
振
興
部

農林課 農林振興班 955-6174

955-6860

農業委員会、農業振興地域、農業共済、農林業の振興、
有害鳥獣の捕獲・狩猟　

商工観光課
商工観光振興班 955-6175 商工業の振興、観光の振興、観光施設の管理、雇用対策
企業立地推進班 955-2037 企業誘致

建
設
事
業
部

都市計画課 都市管理班 955-1485 955-6860
都市計画、建築確認、公園管理、開発、屋外広告物、
市営住宅、宅地分譲

建設課
土木建設班 955-1486

955-6860

道路・河川などの新設・改良・維持管理、災害復旧

農地整備班 955-1487
土地改良事業、土地改良施設維持管理、ほ場整備、
林道整備

上下水道課
管理班 955-2743

955-1410

上下水道料金、水道開栓 ･ 閉栓等各種届出、量水器の検針、
水質検査
下水道の調査・計画、排水設備の審査・検査、
指定工事店の許認可、合併処理浄化槽

工務班
955-2744 給水工事、水道施設の維持管理
955-2942 下水道整備、下水道施設の維持管理

会計課 955-2953 955-1275 公共料金出納、現金 ･ 有価証券の出納・保管、決算

議会事務局
議事班

955-2945 955-5348
議会本会議、委員会、調査、請願・陳情

庶務班 議会一般庶務、会派、政務調査費、議会広報
監査事務局 955-1014 955-1261 監査事務

教
育
委
員
会

教育総務課
総務班

955-6807

955-6060

教育委員会議、教職員給与、保育料、学校物品、
スクールバス

施設管理班 学校施設整備・維持管理、教育財産

学校教育課
学校教育班

955-0972

学校管理運営、教職員人事、教育課程編成、学習・生徒指導、
人権教育、保健安全・就学・適応指導

教育振興班 就学・就園事務、就学援助制度、学校保健、学校安全事　

社会教育課

生涯学習班 955-0783
社会教育行政の企画、生涯学習、家庭教育、
青少年健全育成、文化芸術振興

人権教育班 955-0738
人権教育の推進、人権教育関係事業の企画・運営、
教育集会所事業

文化財班 955-0710 文化財保護・活用、発掘調査、文化財の指定・解除

スポーツ振興課
企画推進班

955-4432 955-0507

生涯スポーツの推進、社会体育団体の育成、
スポーツイベント

施設管理班 体育施設の管理
中央公民館 955-0069 955-6063 公民館事業・講座の企画、施設の維持管理

中央図書館 955-0076 955-0083
図書の貸し出し・案内、図書館資料の収集・保管、
図書館運営

消防本部 955-2244 955-7673 消防業務全般
赤坂支所 957-2222 957-2244 （町苅田 516）
熊山支所 995-1211 995-2309 （松木 623）
吉井支所 954-1111 954-1884 （周匝 136）
桜が丘出張所

（桜が丘いきいき交流センター内） 995-0191 995-9322 （桜が丘東 5-5-391）

仁堀出張所 958-2101 958-2252 （仁堀中 1684-1）

　平成24年４月１日付けの機構改革により、赤磐市役所の組織を
変更しました。主な変更としては、次のとおりです。
◇市の政策調整等を行う「総合政策室」を新設
◇生活の安全を守るための「くらし安全課」を新設し、危機管

理や防災関係業務を専門的に行う「危機管理班」を配備
◇税金・使用料などの収納対策のため「収納対策課」を新設
◇子育て支援の専門組織として「子育て支援課」を設立

◇農林事業と建設事業の土木部門を統合し「建設課」を新設
◇工事等の合理化を図るため、上水道と下水道事業を統合
　あわせて、従来の「係」体制を「班」体制とし、各課題に柔軟に
取り組んでいく体制としました。

◯問い合わせ先／本庁総務課 ☎955-4782

■総合政策室・くらし安全課などを新設

広報あかいわ（平成24年5月号）28



部　署　名 電話番号 FAX 番号 主な業務内容
総合政策室 955-2615 955-1261 政策立案、政策調整、政策会議　

総
務
部

秘書企画課
秘書広報班 955-4770

955-1261

秘書業務、広報紙、市ホームページ、市勢要覧、
公聴事業

企画班 955-2692
総合計画、地方分権、土地利用計画、統計調査、
公共交通・市民バス、国際交流、ふるさと納税

総務課

総務人事班
955-4782

955-1261

職員人事・給与、職員研修

文書法制班 市議会の招集、選挙、条例・規則の制定と改廃、
情報公開、個人情報保護

情報管理班 955-2694
地域情報化・電子自治体の推進、難視聴対策、
庁内ネットワーク管理

くらし安全課
くらし安全班

955-2650 955-1118

防犯、交通安全、自治会、犯罪被害者保護、緊急行政、
消費者保護（☎ 955-4783）

危機管理班 危機管理、防災

財
務
部

財政課 財政班 955-2693 955-1261
予算編成、地方交付税、市債などの資金計画、決算統計、
基金管理、行財政改革の推進、行政評価

管財課
管財班

955-1539 955-1261
公有財産管理、庁舎管理、物品管理

監理班 指名願の受付、入札

税務課
市民税班 955-0951

955-1275

市民税・軽自動車税・国民健康保険税などの賦課、督促、
原動機付自転車の標識交付、各種税証明

資産税班 955-0952 固定資産税の賦課、公簿の閲覧（地籍図・名寄帳）
収納対策課 収納対策班 955-0950 955-1275 市税等の徴収、納付相談、滞納整理

市
民
生
活
部

市民課

市民サービス班 955-1112 955-1602
住民票、戸籍、印鑑登録、外国人登録、各種証明、
埋火葬許可、パスポート申請・交付

桜が丘出張所班
（桜が丘いきいき交流

センター内）
995-0191 995-9322 各種証明発行サービス

国保年金班 955-1113 955-1602 国民健康保険、国民年金、高齢者医療

協働推進課
協働推進班 955-1745

955-1275
協働、ボランティア、NPO、コミュニティ事業　

人権・男女共同参画班 955-1114 人権啓発・人権擁護、男女共同参画の推進

環境課
環境保全班 955-5347

955-6860

ごみの収集・処理、清掃センター、犬の登録、公害防止、
不法投棄、墓地、し尿処理

環境施設整備班 955-2017 環境センター施設整備

保
健
福
祉
部

社会福祉課
福祉推進班 955-1115

955-1118

民生 ･ 児童委員、高齢者 ･ 障害者福祉、障害者自立支援
生活支援班 955-0971 生活保護、生活相談

子育て支援課 子育て支援班 955-2635
児童福祉、児童手当、保育園、ひとり親家庭、
次世代育成支援

健康増進課 健康増進班 955-1117 955-1918
健康づくり、感染症予防、栄養改善、成人 ･ 母子保健、
乳幼児等医療

介護保険課

介護保険班 955-1116

955-1118

介護保険給付、介護保険料の賦課・徴収、
地域密着型サービス事業者の指導・指定

介護認定班 955-1460 介護認定審査会、介護認定調査

地域包括支援センター 955-1470
高齢者の総合相談、介護予防事業、
介護予防支援事業所の管理運営

※担当課が分からない場合、夜間・休日は市役所代表 ☎955-1111 までお問い合わせください。

平成24年度

組織改変
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部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職

産業振興部

農林課 課長 若林　　毅
赤坂支所産業建設課　課長　兼
赤坂支所産業建設課産業振興係　係長事務
取扱

商工観光課 課長　兼
産業会館　館長 塩見　　誠

産業振興部商工観光課　課長　兼
産業振興部企業立地推進室　室長　兼
産業振興部産業会館　館長

建設事業部

参事 荒島　正弘 建設事業部　参事　兼
産業振興部　参事

都市計画課 課長　兼 田中　富夫 建設事業部都市建設課　課長建設課 課長

上下水道課 課長 楢原　哲哉 建設事業部下水道課　課長　兼
建設事業部下水道課工務係　係長事務取扱

上下水道課 参事 杉本　　進 建設事業部下水道課　参事
議会事務局 事務局長 富山　義昭 市民生活部環境課　課長

監査事務局 事務局長 大上　直史 建設事業部水道課　課長　兼
建設事業部水道課管理係　係長事務取扱

会計管理者 中川　靖朗 議会事務局　事務局長　

赤坂支所
支所長 森　　　章 産業振興部農林課　課長　

市民生活課 課長 梶尾　　晶 市民生活部市民課　課長
産業建設課 課長 林　　哲久 市民生活部環境課　参事

吉井支所

市民生活課 課長　兼
吉井支所仁堀出張所　所長 歳森　正年 企画財政部税務課　課長補佐　兼

企画財政部税務課市民税係　係長事務取扱

健康福祉課 課長　兼
子育て支援センター　所長 長田　忠芳

吉井支所健康福祉課　課長　兼
吉井支所周匝保育園　子育て支援センター
　所長

教育委員会

学校教育課 参事
学校教育班　班長 坪井　秀樹

教育委員会学校教育課　参事　兼
教育委員会学校教育課学校教育係　係長事
務取扱

学校教育課 参事 石原　順子 教育委員会学校教育課　課長補佐
山陽幼稚園　園長 安東　和美 教育委員会学校教育課　主幹
桜が丘幼稚園　園長 竹浪眞喜子 教育委員会山陽西幼稚園　主任教諭
中央図書館　参事
庶務班　班長 皿井　精二 総務部桜が丘出張所　所長　兼

総務部いきいき交流センター所長

職　　　名 氏　名
会計管理者 塩見　祐一
赤坂支所　支所長 田中　　泰
保健福祉部健康増進課　課長 拝郷千恵美
吉井支所市民生活課　課長　兼
吉井支所仁堀出張所　所長 小坂　俊吾

吉井支所佐伯北保育園　園長 居石由美子
企画財政部税務課　課長補佐 上田　玲子

保健福祉部介護保険課　課長補佐　兼
保健福祉部介護保険課介護保険係　係長事
務取扱

小野　鈴子

熊山支所健康福祉課　課長補佐　兼　
熊山支所康福祉課福祉係　係長事務取扱 石原　徳子

企画財政部　税務課　主幹（県に帰任） 田邊　和昌

建設事業部都市建設課　主幹　兼
建設事業部都市建設課都市計画係　係長事
務取扱（県に帰任）

小川　　信

熊山支所健康福祉課　主幹　兼
熊山支所健康福祉課保健係　係長事務取扱 滝谷未栄子

保健福祉部社会福祉課　主査　 藤本　和美

職　　　名 氏　名
保健福祉部健康増進課　保健師 大西あゆみ
市民生活部環境課　赤坂環境センター
技術副所長 石戸　和男

教育委員会山陽幼稚園　園長 安井知佐子
教育委員会桜が丘幼稚園　園長 伊久　京子

教育委員会スポーツ振興課　課長補佐　兼
教育委員会スポーツ振興課企画推進係
係長（県に復帰）

石原　英司

教育委員会中央図書館　主事 松本　貴恵
教育委員会桜が丘学校給食センター
調理員 金光　史子

監査事務局　事務局長 大森　敏孝
消防本部通信指令室　消防司令 井上　二郎
消防本部通信指令室
通信指令第１係　消防士 坪井　　修

消防本部通信指令室
通信指令第２係　消防士 矢部　　勉

消防署北出張所　業務第２係　消防士長 内山　末弘
消防署東出張所　業務第１係　消防士長 大松　明典

￨退　職
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部　名 課　名 職　　名 氏　名 前　　職
総合政策室 室長 近藤　常彦 企画財政部税務課　課長　

総務部
秘書企画課 課長 岩本　武明 企画財政部企画課　課長

くらし安全課 課長 水原　昌彦 総務部管財課　課長危機管理班長　班長

財務部

部長 石原　　亨 企画財政部　部長

財政課 課長 馬場　広行 企画財政部財政課　課長　兼
企画財政部　行政改革推進室　室長

管財課 課長 末本　勝則 総務部管財課　課長補佐　兼
総務部管財課監理係　係長事務取扱

管財課
参事　兼
桜が丘いきいき交流セン
ター所長

井本　輝夫 建設事業部水道課　課長補佐　兼
建設事業部水道課工務係　係長事務取扱

税務課 課長 藤原　義昭 赤坂支所市民生活課　課長補佐

収納対策課 課長 友谷　幸栄 企画財政部税務課　課長補佐　兼
企画財政部税務課収税係　係長事務取扱

市民生活部

参与　兼 藤井　清人 市民生活部　参与環境課 課長事務取扱

市民課
参事
桜が丘出張所班　班長　兼
　
桜が丘出張所　所長

井本　輝夫
（管財課と兼務）

建設事業部水道課　課長補佐　兼
建設事業部水道課工務係　係長事務取扱

市民課 課長 黒田　靖之 赤坂支所市民生活課　課長　

協働推進課 課長 大森ひとみ
市民生活部協働推進室　室長　兼
市民生活部協働推進室人権・男女共同参画
係　係長事務取扱

保健福祉部

社会福祉課 課長　兼
直原　　平 保健福祉部社会福祉課　課長　兼

保健福祉部山陽児童館　館長子育て支援課 課長　兼
山陽児童館　館長

健康増進課 課長 光岡　睦代 総務部秘書課　課長　

健康増進課 参事
健康増進班　班長 藤原　康子 保健福祉部健康増進課　課長補佐

石相保育園 園長 道満　潤子 赤坂支所石相保育園　園長　
軽部保育園 園長 西岡多津子 赤坂支所軽部保育園　園長
笹岡保育園 園長 繁松　桂子 赤坂支所笹岡保育園　園長
周匝保育園 園長　 松本　　緑 吉井支所周匝保育園　園長
黒本保育園 園長 中西　玲子 吉井支所黒本保育園　園長

佐伯北保育園 園長 赤堀　波子 吉井支所周匝保育園　園長補佐
仁美保育園 園長 額田　猶子 吉井支所仁美保育園　園長

職　　　名 氏　名
市民生活部市民課　主事補 黒住賀津也
市民生活部市民課　主事補 奥村　恭子
保健福祉部周匝保育園　保育士 吉田絵梨香
保健福祉部介護保険課　主事補 青木美那勢
産業振興部農林課　主事補 須波　輝臣
産業振興部商工観光課　主幹
商工観光振興班　班長（岡山県から派遣） 郷良　圭史

吉井支所健康福祉課　保健師 宮根　依里
市立赤磐市民病院医局　理学療法士 竹中　宣充

職　　　名 氏　名
教育委員会スポーツ振興課　主査
企画推進班班長（岡山県割愛職員） 森本　　治

教育委員会山陽幼稚園　教諭 尾嵜　梨沙
教育委員会ひかり幼稚園　教諭 太田　久子
教育委員会山陽北幼稚園　教諭 黒澤　賢臣
消防本部消防総務課総務係　消防士 三宅　悠介
消防本部消防総務課総務係　消防士 中嶋　洋明
消防本部消防総務課総務係　消防士 山本　和樹

人事異動市役所の

￨4月1日付け異動 （ ■は部長級 ）

￨新規採用
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市職員給与・定員管  理の状況
④特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）

区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成22年度） 20.7㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成22年度決算） 224千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業
従事職員 ごみの処理業務

下水処理手当 下水処理作業
従事職員 下水の処理業務

放射線業務手当 診療エックス線
技師

放射線を
照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務
手当 看護師・准看護師 深夜の看護などの

業務

出動手当 消防職員 救急救助、火災など
への出動業務

夜間通信勤務
手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成23年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円（配偶者がな
い場合、うち1人につい
ては月額11,000円）

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

5,000円加算
／１人につき

住居手当 借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている
場合家賃の月額により）支給限度額月額27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度額 55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
（月額2,400円～24,500円）

9） 特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給
　
料

市　長 445,000円
（890,000円） 1.425

月分
1.525
月分

2.95
月分

副市長 679,000円
（700,000円）

報
　
　
酬

議　長 455,000円
1.6

月分 1.75月分 3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を、議長､副議
　長､議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡
※給料の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

10） 定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人）

対前年
増減数 主な増減理由平成

23年
平成
22年

一　
般
　
行
　
政

議　会 5 5

総　務 91 88 3 事務分担変更および業
務増による職員増

税　務 19 21 △2 業務の集約化による職員減

民　生 58 55 3 地域福祉の充実強化に
よる職員増

衛　生 43 48 △5 支所業務見直しによる職員減
労　働

農　水 24 21 3 ほ場整備事務などに係る
業務増による職員増

商　工 7 10 △3 事務の統合などによる職員減

土　木 28 25 3 土木・建設業務の充実強
化による職員増

小　計 275 273 2

教　　　育 117 122 △5 業務見直しおよび欠員不
補充による職員減

消　　　防 84 84

公
営
企
業
等

病　院 42 40 2 窓口の直営化による職員増
水　道 10 11 △1 業務の集約化による職員減
下水道 9 11 △2 業務の集約化による職員減

その他 29 27 2 介護保険事業の強化・欠
員補充による職員増

小　計 90 89 1
合　　　計 566 568 △2

※職員とは､一般職の職員をいい休職者･派遣職員を含み臨時･非常勤
　職員を除きます。
※職種などの計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。

市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また
予算書や決算書で公表していますが､市民のみな
さんに､より一層のご理解をいただくため､その状況
についてお知らせします。
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市職員給与・定員管  理の状況
1） 人件費の状況（平成22年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成21年度の
人件費率

（平成22年度末）

44,847人
千円

18,693,563
千円

4,045,675 21.6㌫ 21.9㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。

2） 職員給与費の状況（平成22年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

478人 千円
1,755,071

千円

247,225
千円

632,960
千円

2,635,256
千円

5,513

※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3） 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成23年4月1日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 317,915円 42.7歳

国 327,205円 42.3歳

4） 職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）

区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

5） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 247,175円 289,175円 325,200円

高校卒 203,500円 248,600円 292,350円

6） 一般行政職の給与水準の状況（平成23年4月1日現在）

ラスパイレス指数 94.9

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。

7） 一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 31人 13人 118人 43人

構成比 11.1㌫ 4.7㌫ 42.4㌫ 15.5㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 22人 40人 11人 278人

構成比 7.9㌫ 14.4㌫ 4.0㌫ 100.0㌫

8） 職員手当
①期末･勤勉手当（平成23年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

②時間外勤務手当（平成22年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 72,192千円

職員１人当たり平均支給年額 193千円

③退職手当（平成23年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

１人当たり平均支給額（平成22年度） 20,829千円
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　木々もすっかり芽吹き、うららかな春の陽気を感じる
４月、市内の保育園、幼稚園、小学校、中学校で入園、入
学式が行われました。
　式に臨んだ新入園児・児童・生徒たちは少し緊張し
た面持ちでしたが、これから始まる新生活や新しい友達
との出会いに胸を躍らせているようでした。

みんなとっても
嬉しそうだね！

入園・入学
おめでとう
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園　名 定　員
山陽桜保育園 120

山陽いろは保育園 110

山陽国分寺保育園 60

さんこう保育園 60

あすなろ保育園 160

清風いろは保育園 130

桜が丘地域保育センター 90

石相保育園 70

軽部保育園 40

笹岡保育園 40

さくらが丘保育園 130

とよた保育園 70

さくらんぼ保育園 60

周匝保育園 40

黒本保育園 40

佐伯北保育園 40

仁美保育園 30

平成24年４月１日現在入園者数1,113人

園　名 園児数
山陽幼稚園 72

山陽西幼稚園 25

ひかり幼稚園 95

山陽北幼稚園 111

いわなし幼稚園 34

桜が丘幼稚園 58

計 395

学校名 新1年生 全校生
山陽小学校 65 399

山陽西小学校 42 309

山陽東小学校 62 404

山陽北小学校 88 492

石相小学校 21 124

軽部小学校 9 50

笹岡小学校 11 47

豊田小学校 13 105

磐梨小学校 10 97

桜が丘小学校 54 340

城南小学校 23 147

仁美小学校 3 37

計 401 2,551

学　校　名 新1年生 全校生
高陽中学校 113 388

桜が丘中学校 149 487

赤坂中学校 53 130

磐梨中学校 52 166

吉井中学校 26 83

計 393 1,254

●平成24年度保育園園児数（平成24年4月現在）

●平成24年度赤磐市立幼稚園園児数（平成24年4月現在）

●平成24年度赤磐市立小学校児童数（平成24年4月現在）

●平成24年度赤磐市立中学校生徒数（平成24年4月現在）

広報あかいわ（平成24年5月号）35



読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
６月号は５月１０日㈭、
７月号は５月２５日㈮が
記事の締め切りです。

　
ウ
ク
レ
レ
を
習
っ
て
み
た
い
人
集

ま
れ
！
（
※
初
心
者
対
象
の
グ
ル
ー

プ
で
す
）

◆
練
習
時
間
／
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
山
陽
公
民
館
会
議
室

◆
講
師
／
岡
本　
克
征
さ
ん

◆
会
費
／
月
１
０
０
０
円

◆
参
加
費
／
１
組
３
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
石
原 

☎（
９
５
５
）９
７
７
７

楽
し
い
ウ
ク
レ
レ
教
室

会
員
募
集

　
４
月
１
日
、桜
が
丘
地
区
の
住
民
で
組

織
す
る
「
さ
く
ら
家
」
は
「
だ
べ
ろ
う
や

ぁ
〜
」
と
い
う
居
場
所
カ
フ
ェ
を
開
き
ま

し
た
。こ
れ
は
住
民
同
士
の
絆
を
深
め
、

少
子
高
齢
化
の
中
で
い
つ
ま
で
も
輝
き
続

け
る
地
域
に
と
い
う
願
い
を
込
め
た
初
め

て
の
取
り
組
み
。

　
こ
の
日
は
会
場
と
な
る
桜
が
丘
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
の
テ
ラ
ス
に
テ
ー
ブ
ル

や
雨
よ
け
用
の
テ
ン
ト
、ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
な
ど
を
準
備
し
て
、手
づ
く
り
の
お
か

ら
ク
ッ
キ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
も
朝
か
ら
ぞ
く
ぞ
く

と
訪
れ
、こ
の
日
は
１
０
０
人
の
来
客
と

な
り
ま
し
た
。こ
の
居
場
所
カ
フ
ェ
は
今

居
場
所
カ
フ
ェ「
だ
べ
ろ
う
や
ぁ
～
」 

／ 

さ
く
ら
家

後
も
年
に
４
回
、定
期
的
に
行
う
予
定
で

す
の
で
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く

だ
さ
い
。

募集

投稿
　
意
外
と
簡
単
！
ア
ナ
ゴ
を
開
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

◆
日
時
／
５
月
28
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ

ー
調
理
室
（
桜
が
丘
東
５-

５-

３
９
１
）

◆
対
象
／
魚
に
関
心
の
あ
る
人

◆
参
加
費
／
実
費 

１
０
０
０
円
程
度

※
時
価
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

第
５
回「
安
く
て
、お
い
し
い
お
魚
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

◆
持
参
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭

タ
オ
ル
、筆
記
用
具
、軍
手
、持
ち
帰
り

容
器
（
ア
ナ
ゴ
を
2
本
開
く
予
定
で

す
）

◆
定
員
／
16
人
（
先
着
順
）

◆
主
催
／
㈳
岡
山
県
栄
養
士
会
東
備
支
部

◆
申
込
締
め
切
り
日
／
5
月
21
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先　

•
多
田
睦
子 

☎
・
FAX
（
９
５
６
）０
３
０
８

催し

◆
日
時
／
５
月
27
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場
所
／
熊
山
公
民
館
２
階
大
集
会
室

◆
題
目
／
備
前
国
分
寺
跡
の
発
掘
調
査

◆
講
師
／
有
賀　
祐
史
さ
ん
（
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
任
）

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
清
水
紀
子 

☎（
９
５
４
）２
３
４
９

『
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
』

 

総
会
記
念
講
演
会

催し

昨年行われた発掘調査現地説明会の様子
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Reader'sSquare
読者の広場

杉原　瑛太 くん
（桜が丘西8）

平成23年5月6日生まれ

◎お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！ あかいわ」では、広報発行月に誕生
日を迎える3歳までのお子さん（6月・7月生まれ）の
写真をお待ちしています。掲載を希望する人は①写
真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③生年月
日 ④住所 ⑤電話番号⑥保護者氏名 ⑦簡単なコメ
ント（30字程度） を添えてください。
　締め切りは5月10日㈭までです。

［あて先］
　〒709-0898 赤磐市下市344

　赤磐市役所秘書企画課
　E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

泣き声もおしゃべりも
大きな声の瑛太、優しくて
強い男の子になってね!!

お父さんの
洋一さんから

　
お
や
じ
た
ち
の
青
春
で
あ
る
「
山
陽
テ
ケ

テ
ケ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。懐
か
し
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
か
ら
寺
内
タ
ケ
シ
・
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
な
ど
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
般
の
人
の
参
加
も
募
集
中
で
す
。

参
加
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
５
月
６
日
㈰  

午
前
11
時
〜

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会
室

◆
入
場
料
／
無
料

◆
主
催
／
山
陽
音
響
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
犬
飼
俊
夫 

☎
０
９
０（
６
８
４
０
）５
５
６
４

　
３
月
11
日
に
、山
陽
新
聞
社
さ
ん

太
ホ
ー
ル
で
『
第
36
回
山
陽
新
聞
桃

太
郎
賞
』
表
彰
式
が
あ
り
、豊
田
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
受
賞
し

ま
し
た
。桃
太
郎
賞
と
は
『
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
』
と
『
人
間
性
あ

ふ
れ
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
』

に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
、地
域

や
学
校
で
頑
張
っ
て
い
る

岡
山
県
内
の
小
学
生
の

団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
表

彰
さ
れ
る
賞
で
す
。

　

受
賞
し
た
豊
田
軟
式

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
１
９
８
０
年
に
結
成

さ
れ
、今
年
で
32
年
目

を
迎
え
て
い
る
伝
統
あ

る
少
年
団
で
す
。今
回
の

受
賞
も
、こ
れ
ま
で
多
く

の
先
輩
た
ち
が
築
き
あ

げ
て
き
た
伝
統
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
思
い
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
伝
統
を
守
り

な
が
ら
豊
田
小
学
校
を

栄
誉
あ
る
桃
太
郎
賞
受
賞 

／ 

豊
田
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
や
じ
た
ち
の
青
春
！
山
陽
テ
ケ
テ
ケ
大
会

拠
点
に
連
携
、協
力
し
な
が
ら
地
域

奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
協

力
す
る
こ
と
で
、少
年
団
の
目
的
や

活
動
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら

い
、地
域
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、仲
間
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

催し

投稿
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Smile Photograph

T

タウン・トピックス

2012.3 ▶ 2012.4

　３月25日、第７回赤磐市消防操法訓練大会が赤坂ファミリー
公園で行われ、消防技術とスピードを競いました。自動車ポンプ
の部には3チームが、小型動力ポンプの部には15チームが出場
し、日ごろの訓練の成果をいかんなく発揮。小型動力ポンプの
部で優勝した吉井方面隊第２分団第３部（滝山・中山）は、５月
20日に岡山県消防学校で開催される第59回岡山県消防操法
訓練大会に出場します。当日の結果は次のとおりです。

［自動車ポンプの部］▶優勝／機動部Ｂチーム ▶準優勝／機動部
Ａチーム ▶第３位／赤坂方面隊  ▶最優秀番員／指揮者・小坂直
也（機動部Ａ）、１番員・中山勝俊（機動部Ｂ）、２番員・竹原俊一（機
動部Ｂ）、３番員・菅昌広（機動部Ａ）、４番員・赤澤宏和（機動部Ａ）

［小型動力ポンプの部］▶優勝／吉井方面隊第2分団第3部 ▶準

練習の成果を存分に発揮
第７回赤磐市消防団消防操法訓練大会

　３月９日、赤磐市町苅田にある赤磐子どもＮＰＯセンターの新事
務所に「陽なたぼっこカフェ」がオープンしました。この日は朝から多
くの人が訪れ、手づくりのシフォンケーキに舌鼓を打っていました。ま
た、オープンを記念してミニコンサートや餅つきなども行われました。
　この「陽なたぼっこカフェ」は、備前県民局の地域支え合い・ふれ
あいサロンづくりモデル事業の一環で、同センターや市社会福祉
協議会など８団体、１２人の実行委員により運営。地域の人たちが
おしゃべりなどを楽しむことで世代間交流の拠点づくりをめざして
います。毎週月・水・金曜（祝日は休み）の午前１０時〜午後３時にオ
ープン。皆さんもぜひ一度足を運んでみてください。

楽しい世代間交流の拠点に
「陽なたぼっこカフェ」オープン

　４月８日、吉井城山公園で「第25回城山公園まつり」が開催され
ました。今年は桜の開花時期が遅れ、この日はつぼみの状態でし
たが、年に一度のまつりを満喫しようと、市内外を問わず多くの人
が訪れました。
　ステージでは、コーラスや傘踊りなどの郷土芸能やミニライブが
披露されました。そのほか、城山公園まつりとしては2年ぶりの備州
岡山城鉄砲隊の演武も行われ、数百年前の火縄銃から放たれる
大きな銃声に、会場のあちこちから驚きの声が上がっていました。
　また、公園内には焼き鳥やホルモンうどん、おでん、たい焼きなど
のテントが立ち並び、多くの人が買い求めていました。

楽しいひとときを満喫
城山公園まつり

優勝／熊山方面隊第３分団機動部Ａ ▶第３位／吉井方面隊第１
分団第３部  ▶最優秀番員／指揮者・竹原辰弥（吉井方面隊）、１番
員・枝光一哉（吉井方面隊）、２番員・荒島英次（吉井方面隊）、３番
員・荒島孝治（吉井方面隊）
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　3月30日、この日100歳を迎えられた橋本君子さんをお祝いするた
め、市長や県の職員らが桃香の里を訪れました。
　市長から祝い状や花束が贈られると、君子さんは「ありがとうござい
ます」と深くお辞儀をしながら受け取られていました。ホールには入所
者らが集まり、あちこちから「おめでとう」という声が聞こえていました。
　君子さんは多賀に生まれ、昭和30年に結婚。毎日米づくりに精を出
しながら、２男１女を育てられました。また、花が好きで鉢に植えたさつき
の世話を念入りにされていたそうです。長生きの秘けつは食べ物の好
き嫌いしないことや、いらいらせずマイペースで過ごすことだそうです。

100歳おめでとうございます
橋本　君子さん（斎富）

　４月１日に100歳を迎えられた國塩美喜子さんをお祝いするた
め、6日、市長や県の職員らがひかり苑を訪問しました。
　由津里に生まれ、22歳のときに神田に嫁いだ美喜子さんは、早く
に夫を亡くされました。それでも、田畑の作業に精を出し、子どもたち
とにぎやかに毎日を過ごされたそうです。しかし昨年春に、突如病
魔に倒れます。一度は起き上がれないほど重症化しましたが、それ
でも本人の頑張りで、今では自分で歩けるほどに回復しました。
　そんな波乱万丈の人生を送られた美喜子さんの100回目の誕生
日は、入所者ら多くの人たちに祝福されました。市長から花束や記
念品を渡されると、会場は大きな拍手に包まれていました。

100歳おめでとうございます
國塩　美喜子さん（神田）

　３月10日・11日、大阪府鶴見緑地球技場で、西日本６
人制ホッケー選手権大会が開催されました。
　この大会に参加した山陽ホッケークラブは小学男子
２部で第４位、ＳＨ☆ガールズは小学女子２部で準優勝
と、日ごろの練習の成果を発揮して優秀な成績を収めま
した。
　中でも、松森雄大さんは小学生男子２部・個人得点
ランキングで１位と大活躍でした。今後の活躍が期待さ
れます。

練習の成果を発揮
西日本６人制ホッケー選手権大会

　磐梨小学校が平成23年度の「21世紀・新しい時代の健康教育推
進学校表彰」で｢優良校｣を受賞しました。これは、学校保健の充実・
発展のため健康教育の推進に積極的に取り組み、成果を上げている
学校を表彰するものです。
　評価の対象となった磐梨小学校の特徴的な取り組みとして「スパイ
ラル型の取り組み」があります。これは「学校保健委員会」「ぱっちり・モ
グモグＷＥＥＫ」「健康生活達人カード」などの実践を連鎖させて、学
校と家庭が連携し、児童の基本的生活習慣の定着を図るものです。こ
れらの取り組みが児童生徒の健康な生活を送るために必要な力の基
礎を培うことにつながり、健康教育を推進することができました。　

磐梨小学校が｢優良校｣を受賞
21世紀・新しい時代の健康教育推進学校
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

地
球
に
優
し
い

黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん

　

３
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
４

月
の
半
ば
に
か
け
て
、
岡
山
県

農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
畑

を
彩
る
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
。

県
道
27
号
を
走
っ
て
い
る
と
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
鮮
や
か
な

景
色
に
目
を
奪
わ
れ
た
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
菜
の
花
畑
は
、「
岡
山
県

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
と
し
て
、
平
成
22
年
か
ら
作

付
け
が
始
ま
り
、
目
的
は
菜
の

花
の
栽
培
を
通
じ
て
、
地
域
の

資
源
を
利
活
用
し
、
持
続
的
に

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
や

農
村
、
人
々
の
暮
ら
し
、
地
域

を
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、
菜

の
花
の
栽
培
に
耕
作
放
棄
地
、

遊
休
地
を
使
う
こ
と
で
農
地
を

保
全
し
、
菜
の
花
が
開
花
し
た

ら
、
私
た
ち
の
心
を
潤
し
ま
す
。

６
月
に
は
菜
種
を
収
穫
し
、
菜

種
油
に
加
工
さ
れ
ま
す
。
こ

の
菜
種
油
は
食
用
に
使
わ
れ
、

使
用
後
の
廃
油
は
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
資
源
が

循
環
す
る
こ
と
で
環
境
に
配
慮

し
た
エ
コ
型
社
会
の
実
現
を
目

指
す
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
同
セ
ン
タ
ー
で

の
作
付
け
は
今
年
度
で
終
了
予

定
で
す
が
、
す
で
に
県
内
・
市

内
各
地
で
も
作
付
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
耕
作
放

棄
地
な
ど
へ
種
を
植
え
れ
ば
、

ま
た
ど
こ
か
で
こ
の
美
し
い
黄

色
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
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▼
４
月
１
日
付
け
の
辞
令
で
、
今
年
度
も
広

報
担
当
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
年
目
に
突
入
で
す
。
赤
磐
市
の
魅
力

を
た
っ
ぷ
り
と
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
る
よ

う
、
今
年
度
も
一
生
懸
命
広
報
紙
づ
く
り
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
日
や
土

日
、
祝
日
を
問
わ
ず
あ
ち
こ
ち
に
出
没
す
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
取
材
先
な
ど
で
見
か
け

た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
猪
木　

亮
）

▼
城
山
公
園
ま
つ
り
の
日
は
、
風
が
強
く
吹

く
と
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
が
、
一
日
を
通
し

て
良
い
天
気
だ
っ
た
た
め
、
朝
は
固
く
閉
じ

て
い
た
桜
の
つ
ぼ
み
も
、
お
昼
ご
ろ
に
は
ぽ

つ
ぽ
つ
と
咲
き
始
め
て
い
ま
し
た
。
会
場
の

楽
し
げ
な
雰
囲
気
に
、
花
も
つ
ら
れ
て
開
き

始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
春
の
陽
気

を
侮
る
こ
と
な
く
日
焼
け
止
め
を
ば
っ
ち
り

塗
っ
て
い
っ
た
私
。
日
焼
け
対
策
は
完
璧
だ

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
顔
を
洗
う
と

唇
が
な
ん
だ
か
ヒ
リ
ヒ
リ
。
口
だ
け
塗
る
の

を
忘
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
お
し
い
！
。

（
辻
真
理
亜
）

菜
の
花
畑
（
赤
磐
市
津
崎
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

４月10日夜、砂川沿いの桜並木を訪ね
てみると夜桜をさかなに花見をしてい
る人たちがいました。街灯に照らされ、
昼間とはまた違った装いの桜は、どこか
はかなげな雰囲気でした。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

広
報

あ
か

い
わ
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